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34Crosbyーベッドフォード 博士,MA 01730

 iRacing.comメンバー意向書
経由: iRacing.com競技委員会
主題: F.I.R.S.T.運動規約変更/増加

1. 以下は運動規約20090518.01.バージョンの増加あるいは校正部分のリスト 

a) 更新 2.4節 
b) 更新4.1.6.1節
c) 更新3.1.1節
d) 更新7.4.1節
e) 更新12節
2. すべての変更内容は、紅色で注をします。
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1. 一般準則
1.1. iRacing.com 及びFIRST

1.1.1. iRacing.comは、世界中で一番真実であるシミューレションレースを創設し、使用し始めて、即時組み立てることができますし、オンラインのレース及びレース活動のイベントを促進しています。
1.1.2. FIRSTは、ネットワークレースの実施を通じて、一つ世界規模の制裁組織です。その使命としては、ネットワークレースを組織し、促進及び執行を通じて、均等性と公平性を維持できる仕組みをもつ制裁組織を提供することです。
1.1.3. FIRSTはその取締役会に管理されています。しかも唯一運動の権威を主とする名義で、iRacing.comからネットワークレースの規約を強制的に執行することを司会します。
1.1.4. FIRSTは、その他類似している自動車の運動を認可する団体と随時に協議認可を選択し、クラブあるいは組織の提携を通じて、特定のネットワークレースあるいはシリーズレース活動を執行するのです。
1.2. FIRST組織構成
1.2.1.FIRST はその取締役会に管理されなければならないです。 主席は、 iRacing.com Motorsport Simulations 、 LLC から派遣されるべきです。その他の取締役は FIRST 主席により指名されなければならないです。
1.2.2 FIRST委員會は、FIRST競技委員會を組織しなければならないです。ネットワークレースの業務を担当し、その責任を負わなければならないです。
1.2.3  FIRST 競技委員会は、投票権及び投票権なしのメンバーから成り立ったのです。なお、投票権及び投票権なしのメンバーを招集し、一般会議及び投票権があるメンバーだけに開放する秘密会議を取締役会から自主的に決定できます。
1.3. FIRST運動規約
1.3.1. 公平なネットワークレースおよび均一管理を確保するためにFIRSTは、すでに一セットの運動規約を確立しました。
1.3.2. FIRSTの運動規約及び如何なる付録は、すべての FIRSTが認可したネットワークレース活動を管理しています。
1.3.3. 運動規約を通じて、すべてのiRacing.comメンバーは、運動規約を閲読、理解及び遵守する責任と義務があります。
1.3.4. FIRSTは、随時にその自主決定に基づいて、如何なるあるいはすべてのFIRSTの運動規約を修正します。
1.3.5. 実質的改変されたFIRSTの運動規約はhttp://members.iracing.com. に正式に公表されます。
1.3.6. FIRSTは個別シリーズレース及び活動の補充的法規を公表することができます。この補充的な法規はその目的として、FIRST運動規約を拡大する意欲/あるいは特定の規約元素を修正して、特定等級あるいは活動補充法規の中での公平性と均等性を保証することです。
1.3.7. 補充法規の中に特に注を付けなければ、すべてFIRST運動規約の中に提起された規約はFIRSTが認可した各一項目の活動に適用されます。
1.3.8. FIRSTの運動規約は各々のiRacingメンバーが納めた罰金あるいはFIRSTが作れくれた上訴裁判の権利を署名で抗議することができます。（上訴第９節をご参照にしてください）。該当上訴に対する最終の解決方案は、FIRSTが代表する官庁は、FIRSTの運動規約に対して最終の適用と解釈をするべきです。
1.4行為
1.4.1準則
1.4.1.1   iRacingは、仮想世界の中のレースと自然界のレースが同じようなことであるを信じています。仮想世界の中でのレースと実体レースが同じようなレース活動の形式があります。私たちは、このサークルのメンバーは、レースドライバー、管理者及び従業員などが皆様は、実体世界のレース参加者と同じような方式で彼らの自分を管理することを期待しています。私たちは、ほかの人々がどのように私たちに行儀と尊重を持って対処してくれるように同じくサークルの各々のメンバーに対処して上げます。

1.4.1.2  本サークルメンバーの満足度になる由来は、ここに形成された及び維持された人間関係です。この理由に基づいて、及び友情を促進させるために私たちはメンバーに真実な氏名でメンバーの登録を要請しています。

1.4.1.3  すべてのレース環境には、メンバーの情緒がついに高ぶることもありうるのですが、ただし、いかにレースをする時に、あるいはチャットルルームの口語コミューにケーション、あるいは論壇上の文字での交流など、いかなる社交関係を損害する乱暴な行為は、ここに発生することがないです。

1.4.1.4 貴方様はiRacingに参加することに同意し、なおかつ、その制裁組織であるFIRSTのユーザー及び最終ユーザーの授権条項は、レーストラック上の不適当行為及び人間関係に対して、採決かつ処罰を執行する権利があることに同意します。これは、メンバー資格の取消を含めて、レーストラックの上に限らず、私たちは絶対にわざの悪意行為を許しません、そんな習性は合理的な方式で他人との付き合うことができませんし、そういうような個人もここには勝手な行為ができないことを発見するはずです。
1.4.2 レーストラック行為
1.4.2.1 iRacingは、安全運伝及び公平競争を相当に重視しています。レースの中に意外が発生することが避けれないことです。閉鎖される環境でのレースの中に自然発生の結果です。但し、FIRSTの査証制度は有って、運伝技術の成長及び意外を避けることなどを強調しています。安全運伝と最少量の軌道上の意外発生を期待しています。
1.4.2.2 実体世界の中に傷害及び高価な自動車修理サービスのリスクは無鉄砲な運伝を抑制することが出来ます。これらのリスクは仮想世界の中に存在しないです、だからiRacingは、ひとつ自動的に運伝安全度を計算するシステムを開発した。これは、正式のレールレースのスケジュールの中にすべて記録されます。このシステムは突発事故に対する処罰ができないから、衝撃を避ける責任は、依然として、それぞれの個々のドライバにあります。
1.4.2.3 iRacingは毎回のレールレースのスケジュールを直接コントロール出来ない時に、FIRSTは、レーススケジュールを監視できるレースを勝手に選択して、ドライバーも電子メールで突発事件を完全に描述(シリーズレースの名称を含めて、 , レーススケジュールの時間及び突発事件と関係するドライバ)してから、電子メールの付属ファイルとして、Protest@iRacing.com  までに送ってください。（下記のように抗議、第８節無鉄砲運伝及び不安定運伝及びレール上において、FIRSTのレースを脅かすことを企てることなどを通報することをご参照にしてください）、ドライバーはその他のレース参加者を尊重することができないと制裁されることになります。通常では、レール上の不良行為者は、私たちのサークルから削除されることになります。
1.4.3 音声及び文字チャット
1.4.3.1 iRacingは、レース前、レース期間あるいはレース後にレースドライバーの相互交流のルートを提供しています。クローズドレースドライバーは幹部や及びその他のレースドライバーに口頭の暴言あるいは、その他不適当の言葉使いが、正常の人間の情緒が高ぶったとは認めず、失礼のコミュニケーションは、汚いあるいは、脅迫性言語及び侮辱のことばは容認されないです、なおメンバー資格が取消されることになります。
1.4.4 論壇及びiRacing世界
1.4.4.1 iRacing論壇及びiRacing世界は、サークルの社交媒介です。メンバー間に相互交流及び友情を確立するルートです。メンバー間の紛争は、よくあるものです。但し、メンバーにひとつ快適な環境を維持させてあげるために、論壇のユーザーが下品あるいは攻撃性の文字の使用を避けるべきです。もし、条項の中で禁じる行為をした場合、メンバー資格が取り消しされることになります。
1.4.4.2  密かに話す機能は、iRacing論壇及びiRacing世界の一部分です。だから同様な行為基準も、すべての密かに話す機能に適用されています。汚いあるいは、脅迫性がある言語、及び侮辱の言葉は容認されないので、メンバー資格が取り消しされることになります。
2. FIRSTライセンス
2.1. 準則
2.1.1. 　すべてのレースドライバーのために最高のレース経験を提供するためにiRacing.com™は、すべてのメンバーのためにひとつライセンスを発行するプロシージャを制定しています。
2.1.2. メンバーは、初心者及び進歩につれて、レーストラック上の安全記録と経験によると、さらに高いレベルのライセンスを獲得できます。毎回のレースシリーズには、特定ライセンスの等級を限定しています。同じ類似した安全記録を持つ同士を集めてレースドライバーを募集します。iRacingはレースのテスト結果に基づいて、ドライバーの技巧を測っています。但し、これは、FIRSTのライセンスには影響がありません。
2.1.3. シーズンレースの中にあるいは iRacing.com™のシーズンレースを完成した場合、FIRSTのライセンスが授与されますか、（あるいは、喪失します）、メンバーは、順序的に特定のiRacing.com™類型のロードレースあるいは、オリーブトラックレースの中でライセンスを獲得することです。（どうぞ、第２．８節をご参照にしてください。）
2.2. FIRSTライセンス獲得
2.2.1. 各位の新しいiRacing.com™メンバーは、各個のレース型から、ロード及びオリーブトラックの新人ライセンスから始まります。その後、FIRSTのライセンスを獲得しなければならないです。
2.2.2. 　ライセンスの昇級は、二つの要因に基づきます。
2.2.3. 　　レース参加者の最低要求を完成します。
2.2.4. 　最低安全記録を達成します。
2.2.5. シーズンレースの中にあるいは、シーズンレースを完成した時に、ライセンスが授与された、あるいは喪失します。（第２．８節をご参照にしてください）。
2.2.6. 　ライセンスは次々に獲得しなければならない、けれどもメンバーの一つの類型の中に安全な記録がある彼あるいは彼女がある場合、別のもう一つの類型の安全な記録に対して、いくつかの影響があります。ただし最低の要求とライセンスの取得は特定類型の進捗によって取得するのです。
2.3. ライセンス等級
2.3.1. 　新人のライセンス（新人及び昇級新人）車体及びライセンスの上に刷って示した赤色のストライプがあります。
2.3.2. 等級D級-車体及びライセンスの上に刷って示したオレンジ色のストライプがあります。
2.3.3. 等級C級-車体及びライセンスの上に刷って示した黄色のストライプがあります。
2.3.4. 等級B級-車体及びライセンスの上に刷って示した緑色のストライプがあります。車体及びライセンスの上に刷って示した青色のストライプがあります。
2.3.5. 等級A級
2.3.6. iRacing.com™専門家のシリーズレース (世界の最高級レースドライバーに限られます。) 車体及びライセンスの上に刷って示した黒色のストライプがあります。
2.4. 最少参加要件
2.4.1. 新人は目前の１２週間のシーズンレースの中に、４回の正式タウムテストレースあるいは２回の正式レースを参与したことが要求されます。それによって、特定している類型の中にレベル D クラスのライセンスを獲得できます。（彼らに最低基準にぴったりあった安全な記録を提供します）。

2.4.2. すべての非新人レースﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは、現行１２週間のシーズンレースの中に、４回の正式タウムテストレースあるいは４回の正式レースを参与したことが要求されます。それによって、レベルの中での進級が認められます。

2.4.3. レースを正式化にするために、レーストラックは正式競技場所のサイズの最低要求基準に満たせなければなりません。レースドライバーに正式のレース開始した後に単位を取得できるために、レースドライバーは正式レースのスケジュールの中に最小にも単一圏数を完成しなければなりません。なおトーナメントの積分を取得しなければならないです。
2.4.4. 　レースドライバーは必須とした連続レースの回数を完成した時、かつ如何なる突発事故の発生がなく、
なお、レーススケジュールの中に一番快速の“ X ”のタウムテスとレースの正式の平均時間記録を達成した。
2.4.5.  レースドライバーは、与えられた類型の中に現在のシリーズレースの最低ライセンスの合格要求に符合することが必須です。仮にレースドライバーの目前持っているライセンスの級別の最低ライセンスの合格要求のレーススケジュールは、計算を組入れないことです。（第２．９．３節の‘’降級レース‘’をご参照にしてください。）
例えば、ひとりのレベルD級のロードレースのライセンスを具有するレースドライバは、最小参与要求の４回タウムテストレースを完成し、及び４回のレベルD級のSkip Barberレースシリーズのレーススケジュールを完成したからこそ、その資格ライセンスを貰えます。ただし、同じレースドライバーは、昇級の新人Solsticeレースシリーズ（‘’降級レース‘’）に参加した場合、これらのレーススケジュールは、彼女/彼の最低参与要求に計算を入れないことです。
2.5. 突発事件
2.5.1. iRacing.comのソフトウエアは、すべての正式なレースドラックのレーススケジュール（マシンテストレースが含まれていないです）及び如何なる発生する突発事件のレースをコントロールします。各突発事件の形態は特定の価値を与えます（下記のレスト明細をご参照にしてください）。かつソフトは、自動的に各回のレーススケジュールの中に各位のレースドライバの突発事件を記録します。（表2.5をご参照にしてください）
i
	軽くほかのレースドライバーに衝突した＝
	       0x

	タイヤはレースドランクを離れた＝
	1x

	コントロールが出来なかった＝
	2x

	ほかのオブジェクトと突き当った＝
	2x

	ほかのレースドライバ－と酷く衝突した=
	4x


2.5.2. 外力なしの自然的なレース。。。ここには、多数同時発生した突発事件のレース、ただ、
一番酷かった（例えば：４X vs.1xを組入れて計算します）.

2.5.3. iRacing.com™ソフトウエアは、錯誤を判定する試みがしません。突発事件は、すべての参与したレースドライバ－が個別的に無錯誤の基礎の下で、評定されることが必須です。――如何なる環境の下で。
2.6. 安全レベル評価
2.6.1. 安全レベル評価は、レースドライバ－を測る全体の安全記録とレースドライバ－がレースドラックにあるカーブ数及びレース過程中に累積した重大突発事件について、フォーミュラを使用して計算することです。これらの要因は設定された圏数を超えて、かつ新レーススケジュールが終了後に更新されます。
2.6.2. 各種レベルのライセンス（各類型、オーバルあるいはロード）について相関する安全レベル評価の範囲：
0.00-4.99．

2.7        カーブ及びスポーツ・イベントの乗数
2.7.1     レース及びその他レーススケジュールに直接多人数のレースドライバーに影響することが発生した場合、iRacing.com™は、如何なる時候にも安全運伝を最高優先考慮として検討します。特にタウムテストレース及び単一レースの資格レース、これによって、カーブ及び突発事件乗数はレースドライバ－の平均安全レベル評価に適用されます。

2.7.2  現在は、カーブ及びレース乗数は下記の表２．７に示したように、レースは、各レーススケジュールの中に計算され、出現した後の冷却期間を含めることをご注意にしてください。
表 2.7 
	レーススケジュールの形態

	Sim レーススケジュール

	比重調整


	練習
	単独練習
	0.0

	練習
	公開練習
	0.0

	順位決定

	単独順位決定
(オーバル)
	0.35

	練習
	単独順位決定
(ロード)
	0.5

	タウムテストレース
	タウムテストレース
	0.35

	レース
	ウオームタイヤ
	0.5

	レース
	レース
	1

	非正式レース
	ウオームタイヤ
	0.35

	非正式レース
	レース
	0.35


2.8  最小セキュリテイ要件
2.8.1 一人のレースドライバ－は、特定範囲から昇級し、次のレベルのライセンスまでの安全レベル評価を維持することが必須です。一人のレースドライバ－は、各特定類型ライセンスの安全等級数から彼、あるいは、彼女の安全記録を追跡することができます.

2.8.2 レースドライバ－は、各特定類型レースの中に安全等級は、2.5の新人ライセンスから、彼らが安全的にレーススケジュールを完成した時に、彼らの安全等級も高められた。反対は、多数のレースによる彼らの安全等級を降下させることになります。
2.8.3.
Promotion 昇級
2.8.3.1   近い道: レースドライバ－は、如何なるシーズンレースの中に安全レベル評価の安全等級は４．０及びMPR にぴったり合った時、次の更なる高いレベルのライセンスを獲得できます。
2.8.3.2  シーズンレースが終了：レースドライバ－はシーズンレースの中に安全等級は3.00を獲得した時にシーズンレースが終了した時点で、次の更なる高いレベルのライセンスを昇級できます。（提供した最小参与要求が符合された場合）
2.8.4   降級
2.8.4.1. シーズンレースの中に: 　　　レースドライバ－はシーズンレースの期間中において、安全レベル評価が１．０以下に降下すれば、専門家シリーズレースを含めるレース参加者は、比較低いレベルのライセンスまでに降下させられます。

2.8.4.1.1       　

専門家ライセンス所有者は彼らのA級ライセンスを安全レベル評価の安全等級４．０までに改善しなければならないです。それから自動的にライセンスの等級が回復します。また、もし彼らがA等級以下までに降下した場合、彼らがA等級及び安全レベル評価の安全等級が４．０までに符合することが必須です。
2.8.4.2
　　　　　　　　新人及びレベルD級ライセンスの持有者は、シーズンレース中、あるいはシーズンレースが終了した後の降級に拘束されないです。

　　　　　　　　2.8.4.3

                            レベルA級のレースドライバ－は、シーズンレースだけの中に降級に拘束されます。前述レースドライバ－は専門家ライセンスからの降級者が除外です。
2.8.4.4 シーズンレースが終了後：

　　　　　　　　レースドライバ－の安全レベル評価の安全等級は、2.00-2.99にあるならば、同じ等級に維持されます。レースドライバ－の安全レベル評価の安全等級は、2.00に下回った場合、シーズンレースが終了した後、次の一ラックレベルのライセンスまでに降級させられます。　

２．９　シリーズレース資格
2.9.1. iRacing.com™からのレース等級の資格を取得するために、レースドライバ－は特定類型のライセンスを獲得することが必須です。これを持ちまして、最低等級合格の要求に満たせることです。 
2.9.2.
すべての事例の中で、レースドライバ－は‘’降級レース‘’に参加することができます。参加するレースドライバ－は、既存のシリーズレースから比較的にレベルが低いライセンスのレースに参加することができます。
2.9.3.  新人のシリーズレースはすべてのiRacingメンバーに開放しています。新人レースライセンス、あるいは比較的に高いレベルのライセンス持有者が参加できます。
2.9.4. 昇級新人シリーズレースは安全レベル評価の安全等級が、3.00あるいはさらに高いレベルの新人ライセンス持有者に開放します。なおレベルD級あるいはさらに高いレベルのライセンス持有者にも開放します。
2.9.5.  レベルD級のシリーズレースは、レベルD級の持有者、及び安全レベル評価の安全等級は、4.0であったが、MPRの昇級がまた完成していなかった新人ライセンス持有者、及びレベルD級以上の持有者に開放します。

2.9.6.  レベルC級のシリーズレースは、安全レベル評価の安全等級が4.0であったが、MPRの昇級がまた完成していなかったレベルC,D級の持有者及びレベルC級以上の持有者に開放します。
2.9.7.  レベルB級のシリーズレースは、安全レベル評価の安全等級が4.0であったが、MPRの昇級がまた完成していなかったレベルB,C級の持有者及びレベルB級以上の持有者に開放します。
2.9.8. レベルA級のシリーズレースは、安全レベル評価の安全等級が4.0であったが、MPRの昇級がまた完成していなかったレベルA,B級の持有者及びレベル専門家級以上の持有者に開放します。
2.9.9　 iRacing.com™専門家シリーズレースは特定類型の最高級専門家ライセンス持有者に開放します。
2.10.  マシンのランク
2.10.1. FIRSTは、すべての競技のレースマシンについて、マシンの重量―功率比及びその他の要因による分類方法で、次のような六つのランクを区別にしています：新人、昇級新人、レベルD級、レベルC級、レベルB級及びレベルA級に分かれています。
3.   レースドライバーのスキル評価
3.1. iRating 
3.1.1.  iRatingsは、レースの熟練度を測り、なお極大化した類似技巧のレースドライバ－、及びほかの人との競技の機会を通じて、競争性があるレースとトーナメントの存在を確保するのです。
 3.1.2. iRatingsは、レースドライバ－をシリーズレースに派遣する主要な要因です。極大化したレース及びメンバーがさらに高いレベルのレースに参加することを許可する要因です。レースドライバ－である彼らの技巧は増進した場合、さらに有名なレースドライバ－のランクに派遣しますし、あるいは、レースした後に難しすぎると判断されれば、比較的に低いレベルのランクに戻させます。（第４．５節をご参照にしてください）
3.1.3. iRatingsは、一つ配られたレースの困難さを見積もりするものです。該当領域に

ある実力はレーストーナメントの積分に影響しますし、かつ最終の順位決めの計算にも影響されます。困難さは高ければ高くほど、レースの中に各位のレースドライバ－が獲得できる積分の点数が多くになります。（第４．７．２．１節の場所と実力をご参照にしてください）
3.1.4．　各個の類型レースの中に（オーバル、及びロード）、各位のレースドライバ－は各自のiRatingsを持つ筈です。特定類型のは自動的に計算され及び更新されます。これを持って、各類型の中での如何なるレースのレースドライバ－の総合積分を反映します。

3.1.5.配られた類型レースだけにレースドライバ－のiRatingsが影響されます。類型を跨らなかったのは、影響がないです。
3.1.6.レースドライバ－は、正式のレースのレーススケジュールを参加したことを通じて、
　　　ほかのレースドライバ－を超えて、iRatingsの積分を獲得できます。（第５．２．２．１節、各場レース場所のサイズをご参照にしてください）

3.1.7. 新人のライセンスを所有するメンバーはiRatings がないです。
3.2     （ttRatingタイムテストレースとレベル評定）
3.2.1.  ttRatingsは、タイムテストの熟練度及び個別レースドライバ－を比較するために、特定のレースドラックにおいての1回往復する最良時間を測って、同じレースドラックの同じレースの最高往復する時間記録と比較します。
3.2.2  ttRatingsiは、レースドライバ－を彼らのレベルに相当する領域に派遣する主要な要因です。極大化したレースはメンバー達が技巧の熟練上達に連れて、さらに比較的にレベルが高いランクに派遣します。あるいは、レースした後に難しすぎると判断されれば、比較的に低いレベルのランクに戻させます。
3.2.3.   各個の類型レースの中に（オーバル、及びロード）、各位のレースドライバ－は各自のttRatingsを持つ筈です。特定類型のは自動的に計算され及び更新されます。これを持って、各類型の中での如何なるレースのレースドライバ－の総合積分を反映します。

3.2.4.  配られた類型レースだけにレースドライバ－のttRatingsが影響されます。類型を跨らなかったのは、影響がないです。

3.2.5. レースドライバ－は与えられたレースドラックの中での同じマシンを通じて、彼らのタウムテストレースと一番良いタウムテストレースの記録を増進させたことによって、ttRatingsの積分を獲得することです。
 3.2.6. レースドライバ－は、レースドラック上のttRatingsは、彼/彼女が与えられた
　　　　レースドラックの最後４回のタウムテストレースの平均です。
3.2.7.  ttRatingsは、レースドライバ－がレースドラッ上において、正式なタウムテストレースを完成した時の最後８回の平均ttRatingsです。

3.2.8.  レースドライバ－は、先に比較的に高いttRatingsを完成したことによって、ttRatingsの積分を獲得することがないです。また、ほかのttRatingsによって、積分を失うこともないです。 
3.2.9.  新人のライセンスを所有するメンバーは iRatings がないです。   
4.  レース競技
4.1   メンバー
4.1.1. メンバーステータス  
4.1.1.1.　　iRacing.comメンバーは、iRacing.comの代理店、召使、あるいは、従業員あるいは、FIRSTの仮想メンバーではないです。それが所以にiRacing.comあるいはFIRSTの相関メンバー活動において、メンバーは同時にiRacing.comの仮想マシン運動あるいはFIRSTの従業員でない限り、万バーは、独立した契約のお客様あるいは、iRacing.comとは別に異なっているメンバー、あるいはFIRSTの実体あるいは個人と思うべきです。決して、iRacing.com、あるいはFIRSTの代理店、召使、あるいは従業員ではないです。
4.1.1.2　もしメンバーは、彼の本人あるいは彼/彼女の従業員のすべての責任を負う場合、如何なる費用、記録保持、報酬及び税金、如何なる支払うべき基金がメンバーはiRacing.comのメンバー及びFIRSTの参加者の如何なる活動に参加した結果と同じように料金の請求書を受取るはずです。その中に社会保険税、失業保険税、労働者の保険、所得税及びあらかじめに控除された所得税などには

限らないことを含めています。
4.1.1.3.　特別にFIRSTのレース委員会から書面の形式でシリーズあるいは活動の規約を増加する、あるいは補うことがあれば、除外としますが、そうでなかった場合iRacing.comあるいはFIRSTの従業員は、すべての競技レースの賞品及び受賞の資格を獲得することができないです。
4.1.2 暫く中止する
4.1.2.1  iRacing.com、FIRST、あるいは その他メンバー資格の利益を守るために iRacing.comあるいはFIRSTは、一定、あるいは未定の時間内にメンバーがネットワークでのレース参加を暫く中止させることができます。
４．１．３．非自願終止
4.1.3.1    iRacing.comあるいは、FIRSTは、如何なる時間において、ネットワークレースを終止させることができます。iRacing.com、FIRST、あるいは、メンバー資格を持つメンバー資格利益を終わらせることができます。もしメンバーは受取る権利がない、あるいは、iRacing.com、及びFIRSTが一部あるいは、すべて以前にメンバーの身分でiRacing.comに支払った費用を払い戻す義務がない筈です。影響されたメンバーは、本文書の第９節に言及した（上訴）のプロシージャに基づいて、FIRST競技委員会に上訴することができます。

4.1.4 メンバー資格
4.1.4.1   レースドライバ－の活動に参加したい各位の個人は、あるいは実体が現行のiRacing.com全体メンバーからの参加資格の権限授与を獲得しなければならないです。

4.1.5   譲渡不可のメンバー資格
4.1.5.1    iRacing.comメンバー資格は譲渡不可及び派遣することもできないです。審査を通じて許可された個人あるいは実体だけが使用できます。

4.1.5.2    ほかの人のメンバーの口座番号で正式のレースに参加することは禁止されています。ほかの人の口座番号情報を提供して、（ユーザーの姓名/パスワード）、彼/彼女が自分に属していなかった彼/彼の正式レーススケジュールに入ることを助けたことなど、これらの行為は口座番号持有者及びその、彼/彼女を代表する人の口座番号が暫く中止されることなど、これらのレースドライバ－は、その一年前以上のレーススケジュールがすべて容認できないことになります。例えば専門家シリーズレースあるいはレースドライバ－のワールドカップのトーナメントのシリーズレースなどの記録が容認されないことになります。
4.1.6 　レースからの削除
4.1.6.1  FIRST官庁機関から、秩序を守る行為を奨励するためにレースの中にメンバーを削除することができます。レース中の許可は、上訴不可です。
4.2  許可
4.2.1       レース許可

4.2.1.1    FIRSTに許可されたレースは、個人あるいはクラブのトーナメントの選手権積分レースを獲得することです。
4.2.1.2     個人が現行の、有効的なFIRSTレースレベルのレースライセンスを持つならば、   

該当レベルレースに参加する権利があります。

4.2.1.3　FIRSTは２種類形態のトーナメントを許可すべきです：個人及びクラブメンバーです。

4.2.2.     競技レースのスケジュール

4.2.2.1.  FIRSTは毎年度の１月１日にあるいは、その前に年度競技レースのスケジュールを

　　 　公布しなければばらないです。一年を四個１２週のシーズンレースに分けられます。

4.2.2.2.  各シーズンは１２個の個別の競技週間に分けるべきです。
4.2.3 =Categories  類型
4.2.3.1. FIRSTが許可したレースは、目前の競技場所の自然的な本質に基づいて、二つの類型に区分されます：ロードレース及びオーバルレースです。

4.2.3.2 たとえ、すべてのレースのエレメントは、ライセンス、シリーズレース、レーススケジュール、積分及びトーナメントなどが、一般独特レースから特定類型レースまでに、FIRSTは、ロード及びオーバルのレーススケジュールを含めて、競技レースに導入する権利を保留しています。
4.2.4. シリーズレース
4.2.4.1  　各類型の中に、FIRSTは各種レースシリーズを許可することができます。各種のレースシリーズは、シーズンレースの時間表（レーストラック配置の主場所の順位リストを含む）、レース及びライセンスの合格要求に基づいて定義をすること、FIRSTは如何なるシリーズレースの時間表を修正する権利を保留しています。如何なるシリーズレースの時間表の修正は正式にhttp://members.iracing.com. において、 通知書が公布されます。
.4.2.4.2   　　　　　　4.2.4.2.  FIRSTは、２項目のシリーズレースを許可する：標準及び非標準
4.2.4.3     標準シリーズレースの特点は、定義範囲内のランセンス持有者は特定類型のマシンは定義リストの中での場所で、１２週間の競技レースに参加することです。
4.2.4.4.   非標準シリーズレースは四週の新人シリーズレース及び非FIRSTが予定したレーススケジュールにおいて、１２週間のシーズンレースのほかのシリーズレース。
4.2.4.5    FIRSTは、すべての標準シリーズレースのために制定した特定シリーズの補充法規を公布することができます。
4.2.4.6  　各標準シリーズレースの中に２種類の競技レース：正式レースとタイムテストレース。
4.2.5  新人シリーズレース
4.2.5.1 新人シリーズレースは非標準シリーズレースの２種類レースの中に（ロードとオーバル）、新人レースライセンス持有者であるiRacing.comの新加入者のために保留するレースです。新人シリーズレースは教育を受けるためです。新メンバーは技巧を確立させて、iRacing.comのシミュレションソフトウエア及びサークルとオンラインレースの運動などに適応させるためです。
4.2.5.2 新人シリーズレースは四個の競技週間を含むべきです。
4.3   プレーヤーの新聞発表
4.3.1    広告及び販売促進新聞
4.3.1.1 各位のメンバーは、居なかるFIRSTが許可したレースに参加することを通じて、iRacing.comにその権限を代理店に授与することができる及び委任者専属の権限授与は、即に転出授与する権利、彼/彼女の姓名、肖像及び演出成果、写真、ビデオ影像及び競争相手の声と如何なる競争相手はレースの中に運伝しているマシン、如何なる方式、媒体あるいは素材を含めます。（包括、但し、放送番組を通じて、あるいは、テレビ、衛星テレビ、放送、有料テレビ、閉じ回路テレビ、衛星信号、デジタル信号、映画製作、録音製作、ネットワーク伝送などを含めています）。iRacing.comから、業務あるいは、ほかの商業項目などによる権限授与の公開、あるいは私人的のオンラインサービスの販売促進、広告及び放送番組、如何なる先に許可された競技レースの記録あるいは報告など、各位の競技レース参加者は、上述したこれらの目的のためにここに個人からiRacing.comに対する独占及び永遠の権利を放棄することです。
4.3.2 放送及びその他の権利
4.3.2.1  各位メンバーは如何なるFIRSTの許可に関係するレースに参加することを通じて、iRacing.comに対する認識、及びiRacing.comから権限授与したこれらの委任者が独占かつ永遠に如何なる放送、伝送、フイルム、撮影、わざではなく聞いた、写真、あるいは、道具を通じて、プロセスによって、マスコミあるいは、受信機材あるいは記録することによる（包括、但し、如何なる放送番組あるいは、テレビを通じて、衛星テレビ、放送、有料テレビ、閉じる回路テレビ、衛星信号、デジタル信号、映画製作、録音製作、ネットワーク伝送など、及びiRacing.comから業務あるいは、ほかの商業項目などなどの公開、あるいは、プライベート的なオンラインサービスに限らないのです。）たとえ、現在では、存在したかそうかにも拘わらず、すべてのFIRSTが許可した競技レース、あるいは、期間、あるいは競技者はレースの中での演出によって産出された影像、声、及びデータ（包括、但し、車内音響装置、車内ビデオテープ、車内無線電、音声チャット、文字チャット、その他と隊員及び車内の電子伝送及び時間とポイント数の情報などに限らないです。）FIRSTは独占所有権及び如何なる著作権、知恵財産権などを享受すべきです。これらの仕事の中にあるいはほかの仕事の中での世界専属権、口頭教授著作権保護、あるいは、如何なるその他の影像から派生したもの、FIRSTから許可された競技レース、あるいは期間中、あるいは競技者は競技レース中の演出による産生した音声及びデータ、各位の競技参加者が一切の合理的なプロシージャを採用して、及びすべてiRacing.comから要求された手順によって、iRacing.comからのこれらの権利、あるいはその他の利益に対する保護を完全に実行するのです。各位の競技参加者は、如何なる行動を採用しない、かつその他の人から如何なる行動も採用されないように、及び如何なる第三方との協定によって、iRacing.comの権利に相殺や、減少、侵占あるいは違反される恐れがある協定を結ばないこと。
4.4   項目
4.4.1   競技レース
4.4.1.1 各個の標準レースは十個のレース項目に区分されて、技巧が近似したレースドライバ－を集めて、当シーズンに残されたレースに参加して貰います。如何なる標準のシリーズレースは、新人ライセンス持有者に開放されるべきです。その中に第１１項目は如何なる新人ライセンス持有者に与えることを含めます。
4.4.1.2 各毎回のシーズンが開始した第３週間、iRacing.comシステムは、レースドライバ－が前の２週間のレース参加回数及び彼らが目前のiRatingsの範囲によって、自動的に各シリーズレースから１０個の競技レース項目に分けられます。（適当の場合、１1項目に分けられます）。
4.4.1.3 レースドライバ－は彼らが目前に派遣された区分項目に基づいて競技レースに参加します。
4.4.1.4 レースドライバ－は前の2週間には如何なる正式なレーススケジュールに参加しなかった場合、区分された項目までに派遣されることができないです。これは、彼らが正式なレースに参加するまでには変わりがないです。
4.4.1.5 非標準シリーズレース（例えば；４週間の新人シリーズレース）は、区分された項目に派遣することができないです。特定シリーズレースの法規の中に別途に叙述された場合が除外です。
4.4.2   タウムテストレース
4.4.2.1 各個の標準レースは十個のレース項目に区分されて、技巧が近似したレースドライバ－を集めて、当シーズンに残されたレースに参加して貰います。如何なる標準のシリーズレースは、新人ライセンス持有者に開放されるべきです。その中に第１１項目は如何なる新人ライセンス持有者に与えることを含めます。
4.4.2.2 各毎回のシーズンが開始した第３週間、iRacing.comシステムは、レースドライバ－が前の２週間のレース参加回数及び彼らが目前のiRatingsの範囲によって、自動的に各シリーズレースから１０個の競技レース項目に分けられます。（適当の場合、１1項目に分けられます）。
4.4.2.3 レースドライバ－は彼らが目前に派遣された区分項目に基づいて競技レースに参加します。
4.4.2.4 レースドライバ－は前の2週間には如何なる正式なレーススケジュールに参加しなかった場合、区分された項目までに派遣されることができないです。これは、彼らが正式なレースに参加するまでには変わりがないです。
4.4.2.5 非標準シリーズレース（例えば；４週間の新人シリーズレース）は、区分された項目に派遣することができないです。特定シリーズレースの法規の中に別途に叙述された場合が除外です。
4.5   レーススケジュール
4.5.1 準則
4.5.1.1  標準FIRSTが許可したシリーズレースは、四種類のタイプが含まれます：練習レース、順位決定レース、固定距離レース、及びタイムテストレースです。各個のレーススケジュールは類別、時間表、ライセンス及びマシンの資格要求、かつすべてのシリーズレース及び特定レース増加補法規によって決められます。シリーズレースと前述した関係あるレースのレースポイントが正式なシリーズレースに計算されます。
4.5.2   マシンテストレース
4.5.2.1 マシンレストレースは、正式なレースではないです。かつ、如何なる特定シリーズレース、シーズンレースあるいは類型レースとは無関係です。
4.5.3   練習レース
4.5.3.1     練習レースのレーススケジュールは、組織構成外の練習時間に練習するのです。正式に単一の圏数時間及び突発事件は記録されます。但し、練習レースの中での突発事件は安全レベル評価の安全等級評定などの計算に組入れることがないです。（ライセンス、上述した第2.5-2.7をご参照にしてください）

4.5.3.1 練習レースのレーススケジュールは、一般的には、およそ30秒の長さです。
4.5.4 順位決定レース
4.5.4.1 順位決定レーススケジュールは、毎週の‘すべてのレースの順位を決定します。これは、正式のレースのためにレースドラックのアレンジに使われます。この週において、貴方様は、自分の好みに基づいて、資格を取得する回数を決められます。この順位決定は、本週内に更新されます。正式の競技レースはレース開始後の順位決定によって決められます。
4.5.4.2 正式の単一圏数時間及び突発事件は記録されます。なおレースドライバ－の　　　　記録の中に計算されるのがまさに安全レベル評価の安全等級数字です。
（上述した第2.5-2.7をご参照にしてください）
4.5.4.3 レースドライバ－は与えられた競技レース週の期間中において、最少にも1回の順位決定レースに参加しなかった場合、実際のレースのスタート地点の後にレーススケジュールが開始されます。仮に多数のレースドライバ－は与えられたレーススケジュールの中に順位決定の時間を取得できなかった場合、彼らがすべて、時間が張られたレースドライバ－の後ろから出発しなければならないです。順位決定はiRatingsの最高値から最低値までに次々に順位が決められます。
4.5.4.4 ロードレースの順位決定レースのレーススケジュールは一般的に３０秒の長さで、且つ多数量のマシンが同時にレースドラックの上にあるのです。
4.5.4.5 オーバル類型のシリーズレースの特点は、単一マシンの順位決定レースです。レースドライバ－の順位決定時間は、四圏の中に記録が最良のものから順位を決定します。
4.5.5.     １タイムテストレース 
4.5.5.1 タイムテストレースは、単一のレーススケジュールです。レースドライバ－は、

できる限りで一番早い時間内に規定された連続圏数を完成しなければならない、なおかつ突発事件がなしです。序列時間の中に最良の平均圏時間がレースドライバ－のタイムテストレース時間として記録されます。如何なる序列レースの中に発生した突発事件は無効圏と見なされます。

4.5.5.2 すべての序列中の圏数はレースドラックの違いによって改変されます。なお配置の違いによってさらに配置が改変されます。これは特定シリーズレースの増補規約の中に明白に定めます。
4.5.5.3 仮にレースドライバ－は規定された連続無突発事件の圏数を超過したことが完成できれば、スステムは自動的に連続圏数の最良序列で平均圏数時間を記録します。
4.5.5.4. 正式の単圏時間及び突発事件が記録されたことで、レースドライバ－の正式の
安全レベル評価の安全等級などの評定計算要因として記録されます（上述第2.5-2.7節をご参照にしてください）
4.5.6   競技レース
4.5.6.1 競技レースのレーススケジュールは、多数のマシンが同じ時間にレースドラックの上に即時性のレースを実行することです。
4.5.6.2正式の単圏時間及び突発事件が記録されたことで、レースドライバ－の正式の

安全レベル評価の安全等級などの評定計算要因として記録されます（上述第2.5-2.7節をご参照にしてください）
4.5.6.2  すべての正式な競技のレーススケジュールはレースドライバ－の正式のiRating計算の記録とするのです。（上述した第3.1節をご参照にしてください）

4.6   個人のポイント
4.6.1   レースポイント
4.6.1.1 競技レースポイントは、正式のシリーズレースのポイントに計算されます
4.6.1.2           競技レースは、場所実力(SOF)が極めて重要なのです。レースドライバ－は、　　レース場のiRatingsに基づいて、場所の実力が高ければ、高くほど、ポイントが多くなります。これは、レースの順位決定に役に立ちます。
4.6.1.3. 競技レースポイントは場所のサイズによって調整されます。場所が大きくければ、大きくほど順位決定に影響を及ぼすポイントの差が小さくなります。

4.6.1.4. 週間競技レースポイント：レースドライバ－は正式のシリーズレースの中に彼らが与えられた競技レース週の中に同じような週間競技レースのポイントを選べます。

4.6.1.5. 与えられた週間競技レースポイントの一番良いの前の５０％のレースドライバ－（計上されたポイントに基づく）は、毎週の正式のシリーズレースが終了後に平均計算されます。週間レース後の最終平均ポイントは、レースドライバ－の総合ポイントです。かつシリーズレースのシーズントーナメントの計算に組入れられます。
4.6.1.5.1        例えば：もし、一人のレースドライバ－は、Skip Barberのシリーズレースの中に正式競技レースに参加した場合、該当レースドライバ－が持つ一番良い三つの場所のレース総合ポイントは、平均をしてから、該当レースドライバ－のシーズンレースのトーナメントポイントの計算に組入れられます。
4.6.1.6. シーズンレースのポイントは、レースドライバ－が単独のシーズンの中に与えられたシリーズレースの週間競技レースポイントを通じて、レースドライバ－は１２週間の中に一番良い８週間のポイントが個人及びクラブのトーナメントレースのポイント計算に組入れられます。
4.6.2   タウムテストレースのポイント
タウムテストレースのポイントはタウムテストレースのレーススケジュールの中に計上されます。レースドライバ－は一番良い単独圏の時間が規定された連続圏数の成績を超過した場合、記録され、かつポイントの奨励が得られます。
4.6.2.1 タウムテストレースのポイントは線性方式で奨励します。かつ場所実力に

計上しないです。レースドライバ－は単独圏数の一番良い時間は規定された連続圏数の成績を超過した場合、１００点のポイントが得られます。

4.6.2.2.       タウムテストレースのポイントは、即時に保留され、週間レースが終了後までに記録されます。このポイントは凍り付かれて、かつ最終の確定と見なされます。
 4.6.2.3.  シーズンのタウムテストレースのポイントは、毎週レースが終了後、成績が確定された時に、毎週のレースドライバ－のタウムテストレースのポイントを合計し、レースドライバ－が１２週間競技レースの中に一番良い8週間の成績は、全体及び地区性のタウムテストレースのトーナメントのポイント計算に組入れられます。
4.7 クラブのポイント
4.7.1 ポイントの計算について、一人のレースドライバ－はレースが終了した時点で、ほかのレースドライバ－が彼に取残されれば、１ポイントを獲得したと計算されます。正式の許可されたレースの中に各位のレースドライバ－はレース終了した時点で、彼をリードした場合、彼は１クラブのポイントを喪失するのです。（付属ファイルＡをご参照にしてください）
4.7.2 　レース中のレースドライバ－のクラブポイントはゼロより小さい場合、ゼロクラブのポイントを貰えます。クラブのランキングは、総クラブのポイントに基づきます。
 4.7.3. 乗数はクラブ規模を平衡することです。この種の乗数はクラブの毎回のレース年が開始する時に料金を支払ったユーザーに基づいて計算するのです。乗数は、最少、あるいは更にiRacingから毎回のレース年が終了時に新たに設けます。
4.7.4  　乗数はクラブの最新の料金を支払ったユーザーと比例になる筈です。例えば：
4.7.5.    実例：仮に最多数の新ユーザークラブは、５００名のユーザーを持っている
カリフォルニア州である場合、

クラブのユーザー乗数
カリフォルニア500 1.000

 オハイオ州250 2.000

 ジョージア300 1.666

 大西洋120 4.166   
4.7.6    すべてのライセンスレベルは、新人を含めてクラブのポイントを記入することができます。新人のほか、専門家、レースドライバ－は、世界トーナメントのシリーズレースが除外されます。各項目のシリーズレースのクラブの採点が有効です。但し昇級新人のシリーズレースからクラブに対するポイントは資格が具有されます。
4.7.7. 各シーズンクラブのポイントは、即時に更新されますし、なおかつ当シーズンレースが終了するまでに波動的です。
4.7.8. 区域は、もうすでにクラブが採点の要因ではないです。

4.8 個人選手権のトーナメント
4.8.1 iRacing.com世界選手権のトーナメント
4.8.1.1 個人選手権のトーナメントは、iRacing.com世界選手権のトーナメントと言　います。なお、レースドライバ－は与えられたシーズンの正式レーススケジュールの中での累積ポイントで決定されます。
4.8.1.2 個人選手権のトーナメントは、単一レースドライバ－が正式のレーススケジュールの中に累積した週間レースのポイントを通じて、シーズンのチャンピオントーナメントを争います
4.8.1.3 レースドライバ－は与えられた週間レース期間と同じような回数の正式レーススケジュールに参加することができます。ポイントは週間レースが終了した後に決定されます。なおレースドライバ－の当週の正式ポイントとして記録されます。こうした確定された週間ポイントはレースドライバ－の当シーズンが終了した時点の総合ポイントとして計上されます。
4.8.1.4        各項目の標準シリーズレースは一つ全体のトーナメント及び分項目のトーナメントに各十個のレース項目を授与すべきです。
4.8.1.5.         標準シリーズレースは新人レースライセンスー持有者に開放されます。なお１１個のレース項目を授与し、10個常規区を含めて、及び第1項目の新人項目が含まれます。（上述した第4.4.1節をご参照にしてください）。

4.8.1.6.        たとえレースポイント、レース週間ポイント及びシーズンレースポイントは計算されたものです。但し、非標準の４週間の新人シリーズレースはトーナメントのポイント計算に組入れないです。

4.8.2 タウムテストレースの世界選手権
4.8.2.1. 個人のタウムテストレースのトーナメントはiRacing.comの世界選手権と言います。なお、レースドライバ－は与えられたシーズンタウムテストレースのレーススケジュールの中での累積ポイントで決定されます。
4.8.2.2.  各項目標準シリーズレースは一つ全シーズンのタウムテストレースのトーナメント及び各分項目のトーナメントに各10個のタウムテストレースのレース項目を授与すべきです。（上述した分項目第4.4.2節をご参照にしてください）
 4.8.2.3.     標準シリーズレースは新人レースライセンスー持有者に開放されます。なお１１個のレース項目を授与し、10個常規区を含めて、及び第1項目の新人項目が含まれます。（上述した第4.4.2節をご参照にしてください）。

4.8.2.4.      たとえタウムテストレースのポイントはタウムテストレースの週間ポイント及びシーズンレースポイントは計算されたものです。但し、非標準の４週間の新人シリーズレースはトーナメントのポイント計算に組入れないです。
4.9 クラブ選手権のトーナメント
4.9.1 クラブ選手権のトーナメントはiRacing.com世界選手権と言うべきです。（付属ファイルをご参照にしてください）
4.9.2 クラブ選手権のトーナメントは、地理を基礎とするクラブ間の競技レースで、
シーズンのチャンピオンを争います。なお合格したレースドライバ－を集めて、個人のトーナメントのポイントで決定させます。（クラブポイント上述した第4.7節　　をご参照にしてください）
5   レースプロシージャ
5.1ロードレース
5.1.1    登録
5.1.1.1.     すべてのFIRSTが許可したレースはレース開始の３０分前に登録すれば、すべてが有効です。
5.1.1.2     計時装置は会員のウェブサイトで明白に顕示され、ネットワークレースのチームのレーススケジュールに計時開始です。
5.1.1.3.　登録し始めてからレース開始前の２分間の間にレースドライバ－はレーススケジュールを取消すことができます。なおポイント、あるいはその他の処罰がないです。
5.1.1.4　　レース開始する前の２分間、あるいは計時開始前に更に少ない時間内にレーススケジュールを取消した場合、資格が喪失されることになります。
5.1.1.5.　　如何なるレースドライバ－はレース資格を喪失した場合、その最後一回の成績の中に計算を組入れられます。なおこの回には、ポイントがゼロ点になります。（上述した第4.6.1.4.週間レースポイントをご参照にしてください）
5.1.1.6. 　　如何なるレースドライバ－はレース資格を喪失した場合、その最後一回の成績の中に計算を組入れられます。なお彼/彼女の最終回レースが終了した後にポイントの計算にマイナスの変わりが反映されます

5.1.2    レースグルーピング
5.1.2.1.    FIRST及びiRacing.comは類似技巧のレースドライバ－を探して、各レースに参加して貰います。

5.1.2.2.　もっと多いレースドライバ－は一項目のレーススケジュールに登録すべきです。それから、レースドラックを得て、及びレースに参加することが許可され、レースは出来る限りに同じようなマシンでグルーピングにされます。
5.1.2.3．レースドライバ－は主に彼らのiRatingsがレース開始する時にアレンジされた位置に手配されます。

5.1.2.4.　FIRST及びiRatingsはオンラインのレース環境を改善するために、適合の情況に因んで、
　　　　その他の要因もレースグルーピングの根拠とします。
5.1.3.  レースサイトのサイズとレースの長さ
5.1.3.1 各項目のライセンスレベルのレース安全とレースの競争性のために、FIRSTレース委員会はレースドライバ－の人数を制限することを決定した。下記の表の通りに標準シリーズレースにライセンスレベルの各場人数及びレース期間中の細分項目の指導原則を提供します、FIRSTは需要に因んで各場人数及びレース期間中の最良化にする権利を保留と調整します。（表5.1をご参照にしてください）
  表5.1
	ライセンスのレベル
	レースドライバ－下限
	レースドライバ－上限

	最少レースドラックの期間

	新人
	6
	12
	20分

	レベル D 級
	8
	16
	30分

	レベル C級
	8
	20
	45分

	レベル B 級
	8
	30
	60分

	等級A級
	8
	30
	60分

	専門家のシリーズレース
	12
	32
	60分


5.1.4    ウオームタイヤ
レース族が解析され及びレーススケジュールはすでに開始した場合、各項目の

レースは約５分間のウオームタイヤの時間があります。

5.1.4.2.　 ウオームタイヤの時間が完成した時に、四方格の旗が現れ、１０秒後に前もって動かすプロシージャが始まります。
5.1.5.   プレイス
5.1.5.1  各位のレースドライバ－は、６０秒の時間以内に、彼らのマシンをスタットの位置に置かれることができます。

5.1.5.2    如何なるレースドライバ－は６０秒以内にスタートできない場合、彼/彼女のメンテナンス・ステーションからレースを開始しなければならないです。できる限りでレースをコントロールして、安全的にレースドラックに入ることを確保します。
5.1.5.3    もしレースドライバ－はすでに彼らのマシンの中に入った場合、60秒のスタートの時間を短縮できます。この場合にはレースのコントロールセンターが直接にレースを開始することを着手します。
5.1.6    スタート
5.1.6.1.　標準ロードレースのスタートは、静止式からスタートします。
5.1.6.2　四つの赤信号が全部点灯した時点は秒の逆数の計秒が開始することを代表しています。それからしばらくの遅延した後に四つの信号灯は同時に緑に転じて、レースがスタートすることが示されます。
5.1.6.3.　如何なる緑色信号灯が出現する前にマシンを移動させたことが、レースのコントロールセンターから発動したことと認定し、黒旗を挙げて、10秒のステーションに停止する処罰を与えることになります。
シグナルフラグ
5.1.7.1       グリーンフラグはレースが開始することを代表し、レースドラックが綺麗に空にするか、あるいは先の旗印の状況が取消されることを意味しています。

5.1.7.2.　　ホワイトフラグ－－スタート／終点の境界線にホワイトフラグが現れた時に、最終の1圏が始まることを意味し、及び第１人のレースをリードするレースドライバ－が出現、及びその他のレースドライバ－がその後に続いていることを代表しています。
5.1.7.3　　スクエアフラグ――レーススケジュールが終了することを代表し、ウオームタイヤ期間、あるいはレース終了を意味しています。

5.1.7.4.　　イエローフラグ――静止しているイエローフラグが出現する時、（静止しているイエローフラグ）、危険を代表し、通過禁止、減速を準備する、レースドラックが部分、あるいは完全に妨げられることを意味しています。上述した2種類の情況下で、レース参加者は通過不可です。イエローフラグが外された後、イエローフラグが見えない/グリーンフラグが出現する、などが次のカーブの状況を代表しています。
5.1.7.5.　ブルーフラグ（ブルーまた黄色の斜めの条紋があります）――わりに速いレースマシンは接近していることを代表し、ここでは、告知する意味だけです。すべての状況の中にブルーフラグの責任は、スピードが割に速いマシンは、すでに割に遅いマシンを安全に通過してことをレースドライバ－に告知するだけです。ブルーフラグは一圏の遅いが取っているマシンは出来る限りで努力をして安全に通過するようにレースドライバ－に強烈的に提言しています。

5.1.7.6.　ブラックフラグ（巻き上げる）――ブラックフラグが巻き上げられた時に、レースのコントロールセンターが可能かつ実行する需要がある行動を実施してほしい意味です。例えば、レーススケジュールの真最中に罰を受けることを避けるためにレースドライバ－のマシンが減速に入ってほしいなどの警告意味をしています。
5.1.7.7.　ブラックフラグ――ホワイトフラグが開けた時に、レースのコントロールセンターは、レーススケジュールの中に処罰を実行することを代表しています。レースドライバ－は自分のメンテナンスステーションに戻って処罰労働をうけなければならないです。ホワイト色の‘’Ｘ‘’が出現すれば、レーススケジュールの中に資格が取消されることを代表しています。

5.1.7.8.　如何なるシグナルフラグの合図を 尊守しなかった場合、 レースのコントロールセンターからブラックフラグの処罰が評定されることになります。
 Black Flag Rules  ブラックフラグルール
5.1.8.1  レースのコントロールセンターは、三つの形態のブラックフラグの処罰を評定されることができます。
5.1.8.1.1.    ステーションに10秒停止処罰―処罰されるレースドライバ－は彼/彼女のメンテナンスステーションに戻ってもらいます。再びレースに参加する前に完全にステーションに停止にして処罰を受けることです。
5.1.8.1.2.　停止なおかつ警備するー処罰されるレースドライバ－は彼/彼女のメンテナンスステーションに戻ってもらいます。レースのコントロールセンターは、彼/彼女を再びレースに参加する前にレースドライバ－を特定の時間内で彼/彼女を拘束します。

5.1.8.1.3.　資格取消――資格取消、レースドライバ－は30秒の時間内にレースの境界線から離れなければならないです。但し、依然としてレーススケジュールの中に居残っています。その後、レースのコントロールセンターは自動的に資格が取消されたレースドライバ－を削除し、レースのコントロールセンターも即時にレースドラックの中から無謀な運転をしている如何なるレースドライバ－を削除します。
5.1.8.2    仮にレースドライバ－はレースのコントロールセンターからブラックフラグの処罰に評定された場合、彼/彼女はメンテナンスステーションに戻って処罰労働を受けることが必須です。たとえレースドライバ－は圏数の計算が中断されなく持続できますが正式の単圏時間は彼/彼女のところで、処罰労働が完了された時までに記録されます。

5.1.8.3   レースドライバ－はレーススケジュールの中に進入/離れる/マシンコントロールを引っ張る（また‘’据え置きし直す‘’という）という機能を使用して、メンテナンスステーションに戻って処罰労働を受けることができないです。（進入/離れる/マシンコントロールを引っ張ることを使えるのは、ブラックフラグの場合の中にマシンテスト、練習、順位決定レース及びタウムテストレースだけが許可されます）

5.1.8.4     レースのコントロールセンターは四圏内にメンテナンスステーションに戻って処罰労働を受ける通知を打ち出したのだが、素直にメンテナンスステーションに戻らなかったレースドライバ－が彼/彼女の資格が取消になります。

     イエローフラグのプロシージャ
　　ロードレースの中にもし、当地にはイエローフラグが出現した場合、通過禁止の意味が示されることです。イエローフラグが消失まで、あるいはグリーンフラグに取って代わられた時にその意味が解除されます。
　　レースドライバ－はイエローフラグが出現される時に敢えて通過する場合、レースのコントロールセンターからブラックフラグの10秒ステーションに停止される処罰に遭わされます。
　　全レースドラックの警告が発生した場合、スタート地点／終点及びすべての街の角にイエローフラグが出現し　レースのコントロールセンターは、運行中の指令を凍結し、なお定速車を派遣し、レースの中にリードしているマシンを連れ戻します。レースドライバ－はレースのコントロールセンターの指示に従って、どこにある定速車のうしろに序列正しく並んで行進することです。
  メンテナンスプロシージャ
5.1.10.1    メンテナンスステーションの通路は レースをコントロールする目的のために、黄色円錐形のバレルで境界を定めるべきです。通路の片方に置いて、メンテナンス通路のスタート地点と示して、また、もう一セットの緑色円錐形のバレル、通路のもう一つサイドに置いて、メンテナンス通路の終了地点と示すべきです。
5.1.10.2    可能な状況の下で,各個のメンテナンスステーションは、三つの独立した通路があって、内部にメンテナンスするために壁がありー彼らはメンテナンルーム、あるいはメンテナンスステーションの通路（ここは、レースマシンの停止ステーション）加速/減速の通路及び快速通路などです。
5.1.10.3         彼/彼女のメンテナンスステーションを離れた時にレースドライバ－はできる限りで快速的に進入減速/減速通路です。ちょうど自動的にメンテナンスステーションに停車するマシンと突発的な衝突を避けるべきです。同様にレースドライバ－は加速/減速の通路に維持しているべきです。ちょうど進入彼/彼女のメンテナンスステーション、ちょうど自動的にメンテナンスステーションに停車するマシンと突発的な衝突を避けるべきです。
5.1.10.4 メンテナンス通路の速度制限は、すべてのシリーズレース及び正式のレーススケジュールのためです。レースドライバ－は2個標示を通過し、メンテナンス通路の黄色円錐形のバレルの前に減速し、メンテナンス通路の速度制限が掲示されているメンテナンス通路に進入することです。レースドライバ－は加速をして、速度制限を超過することができない。メンテナンス通路を離れて、2個緑色円錐形のバレルの標示を通過するまでに速度制限が解除できないです。掲示されたメンテナンス通路の速度制限を違反する場合、ブラックフラグのステーションに停止する処罰を受けることになります。
5.1.10.5   定めてあるメンテナンス通路の進入および離れるルールがあるレースドラックは、線を引く、あるいは、障害物、及び/あるいは円錐形のバレルなどに対して、レースドライバ－は、これら標示の区別を観察及び遵守することが必須です。 もし上述した進入する規定を違反した場合、ブラックフラグのステーション停止する処罰をうけることになります。
5.1.10.6　レースドライバ－のマシンは、彼/彼女のメンテナンスルームに進入して、処罰労働あるいはメンテナンスサービスを受けることが必須です。すべての処罰はメンテナンスサービスが完成された後に終了します。
離れたメンテナンス通路は、レースのコントロールセンターの指示に従って、閉鎖される可能性があります。この閉鎖措置はレース開始時点及びレースが開始した後までに持続する可能性もあります。グリーンフラグの状態の下で、閉鎖状態下のメンテナンス通路を離れるのがレースドライバ－のメンテナンスステーションに停止して処罰を受けることになります。
5.1.10.8　　レースドライバ－は、 競技レースの期間中において、 進入/離れる/ドラッグするのボタンを押して、メンテナンスステーションまでに、マシンを引っ張っていくことが出来ます。　こうしてレースドライバ－をレースドラック付近のメンテナンスステーションまでに移動させます。彼らは、ここにしばらくの時間に待たせてもらいます。ひっぱる車はレースドライバ－のマシンを引っ張って、メンテナンスステーションに入ります。この時間はレースドライバ－のマシンがレースドラックに一番近いメンテナンスステーションまでに引っ張られるので、レースドライバ－がほかのレース参加者のレースドラックの位置を失うかあるいは、獲得することがないです。また、引っ張る車を呼び寄せる基本の処罰を加えられます。もし、引っ張ることは、レースドライバ－がスタート/終点線を越えてからメンテナンスステーションまでに行くならば、レースドライバ－は本圏のポイント計算が引っ張ることが完成した後にようやく計算に組入れられることが出来ます。引っ張ることが完成された後に、レースドライバ－のメンテナンススタッフは、如何なる要求されるメンテナンス作業を完成してくれるのです。なおマシン及び如何なる処置される処罰を修復する試みをします。
5.1.10.9     レースドラックのどこかからトラック・トレーラーを呼び寄せることを不論にして、トラックする時間はレース競技者がレースドラックの上に最少獲得、あるいは喪失する優勢に相対的に基づいて評定されるのです。ドラッグ時間は、全レース過程の警戒下で、及びレース参加者が競技速度でレースドラックの中に行進している状況下で、実施するのです。これはレース開始期間中において、レース参加者が競技速度の全速行進する時より比較的に長い時間が使われます。ドラッグすることが進行される時に、仮に全レース過程の警戒が開始する、あるいは終了すると、如何なるドラッグすることが適当的に残される時間を増加するか、あるいは短縮することです。
5.1.10.10.    レースドライバ－は、退場あるいはサービスセンターとの連絡が中断される場合、これはひとつトラックする請求と見なされます。レースドライバ－は彼/彼女のマシンを離れて、あるいは連絡が中断されて、及び再びレースに加入する試みをしている時にドラッグする作業が継続的に進行させます。レースドライバ－はドラッグ作業期間、あるいは完成した後に再び彼/彼女のマシンに進入することができます。但し、メンテナンススタッフの処理あるいは、レースが継続的に続行する前にドラッグする作業の完成を待たなければならないです。

5.1.10.11  新人及びレベルＤ級のシリーズレース、レーススケジュールの中にドラッグする作業に対する需求は、正規の作業時間より早くすることです。なおレースドライバ－のマシンは、充分的に修理されると回復するのです。如何なる後続のドラッグする作業は平日の作業と同じような時間が掛かります。なお修理しないマシンと回復されたマシンなどメンテナンスのスタッフが任意的に如何なる修理を任せます。レベルＣ．Ｂ．Ａ級及び専門家シリーズレースの中に快速的なドラッグする作業がなく、正規なドラッグする作業だけがあります。

5.1.10.12.   レースドライバ－は、エンジンが運転しているままに彼/彼女が常に選択している‘’進入/離れる/ドラッグする‘’のボタンを押さないで、タイヤ交換、給油メンテナンス通、及び/あるいは処罰を履行することです。
  無謀な運転
5.1.11.1    如何なる正式レースの期間中において、レースドラック上に逆方向の運転は、レースのコントロールセンターから無謀な運転と評定されることになります。一枚の巻き上げられたブラックフラグの警告が即時に顕示され、即時的な遵守する行為がないと資格が取消されることになります。
5.1.11.2    レース終了後の冷却期間において、レースドラックの上に逆方向の運転は、一圏の処罰になります。最終の成績に計上されます。いかなる多数マシンのレーススケジュールが終了した後、レースドライバ－は安全的にメンテナンス区域に戻ることが必須です。あるいはレースドラックを離れた安全位置にマシンを駐車させます。その他、依然として高速運転中のレース参加者と意外を発生するリスクを避けます。
5.1.11.3   その他のわざとする無謀な運転は、避けることができる衝突及び意図的に破壊をすることを含めて、禁止されています。レース参加者は彼ら自身がこのような行為の被害者と信じています。またそれらのレース参加者も自分達がこれらの行為の目撃証人と信じています。レース参加者はFIRSTの運動規約第８節に基づいて、抗議を提出するように強烈に励まされます。 
5.1.12.  その他の罰則
5.1.12.1. 中断されるレース：　レースドライバ－はレースを遵守する形態によって利益を獲得します。逆にひとつ特定の突発事件はレースのコントロールセンターに非法的に時間上の利益を獲得したと15秒のブラックフラグによるステーションに停止する処罰に等しい行為と評定されることになります。如何なるその他のレースを中断させる違法行為は、一枚の巻き上げられたブラックフラグの警告になります。なお、レースドライバ－は15秒の減速時間及び先にレースのコントロールセンターによる居留時間の処罰（即ち、非法的に時間上の利益を獲得したと15秒のブラックフラグによるステーションに停止する処罰に等しいこと）を受けなければならないです。

5.1.12.2. 阻止する：　如何なるレースドライバ－は彼/彼女のレースドラックから如何なる偏差を成り立った場合、後続マシンの前進を妨げるならば、阻止する及びFIRST運動規約第８節に基づいて抗議を提出する理由と認定されることになります。
5.1.12.3.   わざとする行為による一個の警告期：　　レースドライバ－は彼らあるいは、その他のレースドライバ－の利益のためにわざとレース会場区域に停止する、意図的に一個の警告期にならせること、これは禁止される行為、なお、及び/あるいは処罰を管理することに違反すると認定されます。  
    5.1.12.4  レースドライバ－はレース期間中には、進入/離れる/ドラッグするを使用して、位置を獲得することができないです。これは、貴方様の損害されたマシンを運転してメンテナンス地区に行くことを含めています。また、それからメンテナンス地区を離れて、及び進入/離れる/ドラッグする機能を使用して、レースドラックにそって移動してから、レースの圏数を完成させる、及びそれらのすでに退場したあるいはレースを中断したレース参加者を乗り越えるなどのことをしてはならないです。影響されたレースドライバ－は第８節に基づいて、抗議を提出することができます。
　5.1.12.5    減速した速度で駐車区域にある損害されたマシンを運転し、それらのマシンが損害されたために退場する、あるいはレースを中断するレース参加者のところから位置を取得しようと企てることができないです。これらの行為は意図的に運動家の精神及び後続マシンの中に損害なし及びレースの中に継続的に続行するレースドライバ－にとって、一つ不安全の環境になるために違反したのです。この行為に対して、第８節に基づいて、抗議を提出することができます。
5.1.13   正式完成
5.1.13.1     増補規約の中に明確に記載されている限りで、すべてのレースは持続的に進行します。リードしているレースドライバ－は告知されたレーススケジュールを完成するまでにレースを終わらせないです。仮に意外の状況によって、告知されたレーススケジュールの完成に阻害される/あるいはレースはすでに暫く停止することとなった場合、一つ合理的な時間内において、レースを継続的に実行させるのが出来ない場合、もし、レースをリードレースドライバ－は、すでに半分以上のレーススケジュールを完成した場合、このレースは正式完成と認定されます。

如何なる理由にも拘わらず、レース参加者とサービスセンターとの連絡が中断された状況下（例えば：ネットワークサービスの中断あるいは、個人コンピュータの損傷）、レース期間中には、もしレース参加者はメンテナンスエリアまでにドラッグされなかった場合（‘’進入/離れる/ドラッグする‘’のボタンを押すことを通じて）、これは彼/彼女のメンテナンスエリアから再びレースに加入することができます。連絡が中断された後に再びレースに加入する場合は、レースのコントロールセンターがメンテナンスエリアにドラッグされたと認定します。（メンテナンスプロシージャ第5.1.10.7をご参照にしてください）.レース参加者は、一圏の時間を使って、連絡が中断される時の成績に加えて、再びレースに加入します。如何なるレース参加者はレース終了する前に再びレースに加入しなかった場合、彼/彼女は同一圏のDNFポイントが、連絡が中断された時に完成した圏数と同じです。
5.1.13.3.　正式レース結果は、すべてのレース及びレースドライバ－が特有な特資料を含めます。（包括、但し、ポイント、iRatings変化、突発事件及び単圏時間に限らないです。）たとえ停電、施設失効、自然災害あるいは如何なるその他の理由によるレースのサーバーが故障する、あるいは全体のiRacing.comのサービスが中断される状況下においても、FIRSTは正式に発行する、あるいはhttp://members.iracing.comの規約とは相反する通知でなければ、正式レースの結果が保留されます。
  オーバルレース
  登録
すべてのFIRSTが許可したレースはレース開始前30分に登録すれば、有効です。

5.2.1.2   計時装置は会員のウェブサイトで明白に顕示され、ネットワークレースのチームのレーススケジュールに計時開始です。
5.2.1.3   登録し始めてからレース開始前の２分間の間にレースドライバ－はレーススケジュールを取消すことができます。なおポイント、あるいはその他の処罰がないです。

5.2.1.4.   レース開始する前の２分間、あるいは計時開始前に更に少ない時間内にレーススケジュールを取消した場合、資格が喪失されることになります。

5.2.1.5.     A如何なるレースドライバ－はレース資格を喪失した場合、その最後一回の成績の中に計算を組入れられます。なおこの回には、ポイントがゼロ点になります。（上述した第4.6.1.4.週間レースポイントをご参照にしてください）
5.2.1.6.   如何なるレースドライバ－はレース資格を喪失した場合、その最後一回の成績の中に計算を組入れられます。なお彼/彼女の最終回レースが終了した後にポイントの計算にマイナスの変わりが反映されます

   レースサイトの大きさとレースの長さ
各項目のライセンスレベルのレース安全とレースの競争性のために、FIRSTレース委員会はレースドライバ－の人数を制限することを決定した。下記の表の通りに標準シリーズレースにライセンスレベルの各場人数及びレース期間中の細分項目の指導原則を提供します、FIRSTは需要に因んで各場人数及びレース期間中の最良化にする権利を保留と調整します。（表5.2をご参照にしてください）
表 5.2
	ライセンスのレベル


	レースドライバ－下限
	レースドライバ－上限

	最小レースドラック期間


	新人
	6
	12
	40 圈

	レベル D 級
	8
	16
	50圈

	レベル C 級
	8
	20
	60圈

	レベル B 級
	8
	30
	60分

	レベル A 級
	8
	30
	60分

	専門家
	12
	32
	60分


5.2.3    Race Splits  レースグルーピング
5.2.3.1   FIRST及びiRacing.comは類似技巧のレースドライバ－を探して、各レースに参加して貰います。

5.2.3.2　もっと多いレースドライバ－は一項目のレーススケジュールに登録すべきです。それから、レースドラックを得て、及びレースに参加することが許可され、レースは出来る限りに同じようなマシンでグルーピングにされます。
5.2.3.3.   レースドライバ－は主に彼らのiRatingsがレース開始する時にアレンジされた位置に手配されます。

5.2.3.4.  　FIRST及びiRatingsはオンラインのレース環境を改善するために、適合の情況に因んで、

　　　　その他の要因もレースグルーピングの根拠とします。
  5.2.4.    ウオームタイヤ
5.2.4.1     レース族が解析され及びレーススケジュールはすでに開始した場合、各項目の

レースは約５分間のウオームタイヤの時間があります。

5.2.4.2.　 ウオームタイヤの時間が完成した時に、四方格の旗が現れ、１０秒後に前もって動かすプロシージャが始まります。

5.2.5.   プレイス
5.2.5.1  各位のレースドライバ－は、６０秒の時間以内に、彼らのマシンをスタットの位置に置かれることができます。

5.2.5.2    如何なるレースドライバ－は６０秒以内にスタートできない場合、彼/彼女のメンテナンスステーションからレースを開始しなければならないです。できる限りでレースをコントロールして、安全的にレースドラックに入ることを確保します。

 スタート 
標準のオーバルレースは、始めの走動式からスタートとします。
すべてのレースドライバ－はプレイスに付く時に定速車は全部レース参加者をリードして、レースドラックを回って、及び退出過程の中において、できる限りにメンテナンス通路に進入する時間を遅らせます。
四つの赤信号が全部点灯した時点は秒の逆数の計秒が開始することを代表しています。それからしばらくの遅延した後に四つの信号灯は同時に緑に転じて、レースがスタートすることが示されます。
  レースドライバ－はスタートライン/終点ラインの前に彼らのマシンを左側にからほかのマシンを追い越していくことができないです。レースドライバ－は左側からの追い越しによって彼らの位置を改善しようと企てます。これはレースのコントロールセンターから、ブラックフラグのStop-and-Goの処罰と認定されることになります。
　　第二ラウンドをリードするレース参加者は、スタートライン/終点ラインの前に第一ラウンドをリードするレース参加者（竿の位置）を追い越してはならないです。もし、違反した場合、ブラックフラグのステーション停止する処罰を受けることになります。
  シグナルフラグ

5.2.7.1    グリーンフラグはレースが開始することを代表し、レースドラックが綺麗に空にするか、あるいは先の旗印の状況が取消されることを意味しています。
5.2.7.2.　　ホワイトフラグ－－スタート／終点の境界線にホワイトフラグが現れた時に、最終の1圏が始まることを意味し、及び第１人のレースをリードするレースドライバ－が出現、及びその他のレースドライバ－がその後に続いていることを代表しています。

5.2.7.3　　スクエアフラグ――レーススケジュールが終了することを代表し、ウオームタイヤ期間、あるいはレース終了を意味しています。

5.2.7.4.　　イエローフラグ――静止しているイエローフラグが出現する時、（静止しているイエローフラグ）、危険を代表し、通過禁止、減速を準備する、レースドラックが部分、あるいは完全に妨げられることを意味しています。上述した2種類の情況下で、レース参加者は通過不可です。イエローフラグが外された後、イエローフラグが見えない/グリーンフラグが出現する、などが次のカーブの状況を代表しています。
5.2.7.5.　ブルーフラグ（ブルーまた黄色の斜めの条紋があります）――わりに速いレースマシンは接近していることを代表し、ここでは、告知する意味だけです。すべての状況の中にブルーフラグの責任は、スピードが割に速いマシンは、すでに割に遅いマシンを安全に通過してことをレースドライバ－に告知するだけです。ブルーフラグは一圏の遅いが取っているマシンは出来る限りで努力をして安全に通過するようにレースドライバ－に強烈的に提言しています。

5.2.7.6.　ブラックフラグ（巻き上げる）――ブラックフラグが巻き上げられた時に、レースのコントロールセンターが可能かつ実行する需要がある行動を実施してほしい意味です。例えば、レーススケジュールの真最中に罰を受けることを避けるためにレースドライバ－のマシンが減速に入ってほしいなどの警告意味をしています。

5.2.7.7.　ブラックフラグ――ホワイトフラグが開けた時に、レースのコントロールセンターは、レーススケジュールの中に処罰を実行することを代表しています。レースドライバ－は自分のメンテナンスステーションに戻って処罰労働をうけなければならないです。ホワイト色の‘’Ｘ‘’が出現すれば、レーススケジュールの中に資格が取消されることを代表しています。
 5.2.8  ブラックフラグルール
5.2.8.1  レースのコントロールセンターは、三つの形態のブラックフラグの処罰を評定されることができます。
5.2.8.1.1.    ステーションに10秒停止処罰―処罰されるレースドライバ－は彼/彼女のメンテナンスステーションに戻ってもらいます。再びレースに参加する前に完全にステーションに停止にして処罰を受けることです。

5.2.8.1.2.　停止なおかつ警備するー処罰されるレースドライバ－は彼/彼女のメンテナンスステーションに戻ってもらいます。レースのコントロールセンターは、彼/彼女を再びレースに参加する前にレースドライバ－を特定の時間内で彼/彼女を拘束します。

5.2.8.1.3.　資格取消――資格取消、レースドライバ－は30秒の時間内にレースの境界線から離れなければならないです。但し、依然としてレーススケジュールの中に居残っています。その後、レースのコントロールセンターは自動的に資格が取消されたレースドライバ－を削除し、レースのコントロールセンターも即時にレースドラックの中から無謀な運転をしている如何なるレースドライバ－を削除します。

5.2.8.2    仮にレースドライバ－はレースのコントロールセンターからブラックフラグの処罰に評定された場合、彼/彼女はメンテナンスステーションに戻って処罰労働を受けることが必須です。たとえレースドライバ－は圏数の計算が中断されなく持続できますが正式の単圏時間は彼/彼女のところで、処罰労働が完了された時までに記録されます。

5.2.8.3   レースドライバ－はレーススケジュールの中に進入/離れる/マシンコントロールを引っ張る（また‘’据え置きし直す‘’という）という機能を使用して、メンテナンスステーションに戻って処罰労働を受けることができないです。（進入/離れる/マシンコントロールを引っ張ることを使えるのは、ブラックフラグの場合の中にマシンテスト、練習、順位決定レース及びタウムテストレースだけが許可されます）

5.2.8.4     レースのコントロールセンターは四圏内にメンテナンスステーションに戻って処罰労働を受ける通知を打ち出したのだが、素直にメンテナンスステーションに戻らなかったレースドライバ－が彼/彼女の資格が取消になります。

 イエローフラグプロシージャ
オーバルレースドラックの上にイエローフラグは、全レーススケジュールにおいて、警告を出しています。全レーススケジュールの警告が出された時に、スタートの順序は凍り付かれます。全レーススケジュール警告に関係あるレースマシン、あるいは、ほかのコントロールが付かないマシンは、スタートの順序をアレンジする必要がなく、彼らがレースドラック上にコントロールされていることを発覚したまでに続けます。レースのコントロールセンターはリードするレース参加者に指示し、定速車について、すべてその他のレースドライバ－はレースのコントロールセンターの指示に従って、一列を成すことが必須です。　上向き/下向きの矢印は、顕示されて、レースドライバ－に再び準備をして再スタートをするように協力してくれるのです。レースドライバ－はメンテナンスステーションに進入するあるいは再びスタートをして、レースに復帰するには正確な排列ができないとブラックフラグの処罰を受けることになります。
しかしながら、全レーススケジュールの警告期間中において停止した場合、レースのコントロールセンターは、２圏数のレーススケジュールが示され、グリーンフラグが再び開始する信号が出るまでにいわゆるまた1圏数のレーススケジュールが残されることを意味しています。  
　グリーンフラグが再び開始する信号が出るまでにいわゆるまた1圏数のレーススケジュールが残されます。レースのコントロールセンターは再びスタートラインを構築して、再度のスタートを準備することができます。仮にサイトのスタートは、
依然として、十数圏数、あるいは十圏数以下が残されているならば、単一レースドラックを使って再びスタートとします。リードする圏のマシンは再び新しい序列がアレンジされ、その序列としては、リードする圏のマシンの後ろに置かれています。仮に残された圏数は十圏数を超えれば、リードする圏の中にいないマシンは2本のレースドラックで再スタートとします。重ねたマシンはレースドラックの内側に列に並べます。リードする圏の中にいるマシンは、レースドラックの外側のドラックに列に並べます。
5.2.9 高速メンテナンスプロシージャ
5.2.10.1     メンテナンスステーションの通路は レースをコントロールする目的のために、黄色円錐形のバレルで境界を定めるべきです。通路の片方に置いて、メンテナンス通路のスタート地点と示して、また、もう一セットの緑色円錐形のバレル、通路のもう一つサイドに置いて、メンテナンス通路の終了地点と示すべきです。
5.2.10.2    可能な状況の下で,各個のメンテナンスステーションは、三つの独立した通路があって、内部にメンテナンスするために壁がありー彼らはメンテナンルーム、あるいはメンテナンスステーションの通路（ここは、レースマシンの停止ステーション）加速/減速の通路及び快速通路などです。
5.2.10.3         彼/彼女のメンテナンスステーションを離れた時にレースドライバ－はできる限りで快速的に進入減速/減速通路です。ちょうど自動的にメンテナンスステーションに停車するマシンと突発的な衝突を避けるべきです。同様にレースドライバ－は加速/減速の通路に維持しているべきです。ちょうど進入彼/彼女のメンテナンスステーション、ちょうど自動的にメンテナンスステーションに停車するマシンと突発的な衝突を避けるべきです。
5.1.10.4     メンテナンス通路の速度制限は、すべてのシリーズレース及び正式のレーススケジュールのためです。レースドライバ－は2個標示を通過し、メンテナンス通路の黄色円錐形のバレルの前に減速し、メンテナンス通路の速度制限が掲示されているメンテナンス通路に進入することです。レースドライバ－は加速をして、速度制限を超過することができない。メンテナンス通路を離れて、2個緑色円錐形のバレルの標示を通過するまでに速度制限が解除できないです。掲示されたメンテナンス通路の速度制限を違反する場合、ブラックフラグのステーションに15秒停止する処罰を受けることになります。グリーンフラグの状態の下で、ルール違反事件が発生した場合、全レーススケジュール警告をする時に公布されたメンテナンス通路のマシンの速度制限を遵守することが出来ないレースドライバ－は一番遠いスタートラインに送らせることになります。
5.2.10.5   定めてあるメンテナンス通路の進入および離れるルールがあるレースドラックは、線を引く、あるいは、障害物、及び/あるいは円錐形のバレルなどに対して、レースドライバ－は、これら標示の区別を観察及び遵守することが必須です。 もし上述した進入する規定を違反した場合、ブラックフラグのステーション停止する処罰をうけることになります。全レーススケジュール警告が開始される時にメンテナンスステーションに進入する及びメンテナンスステーションを離れるプロシージャを遵守することが出来ない場合、レースドライバ－は一番遠いスタートラインに送らせることになります。
5.2.10.6   レースドライバ－のマシンは、彼/彼女のメンテナンスルームに進入して、処罰労働あるいはメンテナンスサービスを受けることが必須です。すべての処罰はメンテナンスサービスが完成された後に終了します。
5.2.10.7. 全レーススケジュール警告が開始される時にレースのコントロールセンターはメンテナンスステーションの入り口を閉鎖する指示をします。全レーススケジュール警告の下で、第1圏をリードするレースドライバ－はスタート/終点ラインを通過した後、メンテナンス通路が開放されます。全レーススケジュール警告の下で、メンテナンス通路は第２件圏をリードするレースドライバ－はスタート/終点ラインを通過した後に開放されます。閉鎖されたメンテナンス通路に進入する場合、レースドライバ－は一番遠いスタートラインに送らせることになります。
5.2.10.8     レースのコントロールセンターはメンテナンス通路の出口を閉鎖することを指示できます。閉鎖はレース開始及び持続する時に発生します。レースはすでにスタートが完成された、あるいは全レーススケジュールの警告進行中、及び定歩レースドライバ－はメンテナンス通路の出口を通過した場合、グリーンフラグの状態下において、メンテナンステーションの出口閉鎖された時にメンテナンス通路を離れるレースドライバ－は、ステーションに停止して処罰を受けることになります。全レーススケジュール警告の下で、メンテナンステーションの出口閉鎖された時にメンテナンスドラックを離れることはレースドライバ－が一番遠い定歩末端に送られて、再スタートとすることになります。

5.2.10.9　　レースドライバ－は、 競技レースの期間中において、 進入/離れる/ドラッグするボタンを押して、メンテナンスステーションまでに、マシンを引っ張っていくことが出来ます。　こうして、レースドライバ－をレースドラック付近のメンテナンスステーションまでに移動させます。彼らは、ここにしばらくの時間に待たせてもらいます。ひっぱる車はレースドライバ－のマシンを引っ張って、メンテナンスステーションに入ります。この時間はレースドライバ－のマシンがレースドラックに一番近いメンテナンスステーションまでに引っ張られるので、レースドライバ－がほかのレース参加者のレースドラックの位置を失うかあるいは、獲得することがないです。また、引っ張る車を呼び寄せる基本の処罰を加えられます。もし、引っ張ることは、レースドライバ－がスタート/終点線を越えてからメンテナンスステーションまでに行くならば、レースドライバ－は本圏のポイント計算が引っ張ることが完成した後にようやく計算に組入れられることが出来ます。引っ張ることが完成された後に、レースドライバ－のメンテナンススタッフは、如何なる要求されるメンテナンス作業を完成してくれるのです。なおマシン及び如何なる処置される処罰を修復する試みをします。

5.2.10.10     レースドラックのどこかからトラック・トレーラーを呼び寄せることを不論にして、トラックする時間はレース競技者がレースドラックの上に最少獲得、あるいは喪失する優勢に相対的に基づいて評定されるのです。ドラッグ時間は、全レース過程の警戒下で、及びレース参加者が競技速度でレースドラックの中に行進している状況下で、実施するのです。これはレース開始期間中において、レース参加者が競技速度の全速行進する時より比較的に長い時間が使われます。ドラッグすることが進行される時に、仮に全レース過程の警戒が開始する、あるいは終了すると、如何なるドラッグすることが適当的に残される時間を増加するか、あるいは短縮することです。
5.2.10.11.    レースドライバ－は、退場あるいはサービスセンターとの連絡が中断される場合、これはひとつトラックする請求と見なされます。レースドライバ－は彼/彼女のマシンを離れて、あるいは連絡が中断されて、及び再びレースに加入する試みをしている時にドラッグする作業が継続的に進行させます。レースドライバ－はドラッグ作業期間、あるいは完成した後に再び彼/彼女のマシンに進入することができます。但し、メンテナンススタッフの処理あるいは、レースが継続的に続行する前にドラッグする作業の完成を待たなければならないです。

5.2.10.12  新人及びレベルＤ級のシリーズレース、レーススケジュールの中にドラッグする作業に対する需求は、正規の作業時間より早くすることです。なおレースドライバ－のマシンは、充分的に修理されると回復するのです。如何なる後続のドラッグする作業は平日の作業と同じような時間が掛かります。なお修理しないマシンと回復されたマシンなどメンテナンスのスタッフが任意的に如何なる修理を任せます。レベルＣ．Ｂ．Ａ級及び専門家シリーズレースの中に快速的なドラッグする作業がなく、正規なドラッグする作業だけがあります。
5.2.10.13.   レースドライバ－は、エンジンが運転しているままに彼/彼女が常に選択している‘’進入/離れる/ドラッグする‘’のボタンを押さないで、タイヤ交換、給油メンテナンス通、及び/あるいは処罰を履行することです。
5.2.11  無謀な運転
5.2.11.1    如何なる正式レースの期間中において、レースドラック上に逆方向の運転は、レースのコントロールセンターから無謀な運転と評定されることになります。一枚の巻き上げられたブラックフラグの警告が即時に顕示され、即時的な遵守する行為がないと資格が取消されることになります。

5.2.11.2    レース終了後の冷却期間において、レースドラックの上に逆方向の運転は、一圏の処罰になります。最終の成績に計上されます。いかなる多数マシンのレーススケジュールが終了した後、レースドライバ－は安全的にメンテナンス区域に戻ることが必須です。あるいはレースドラックを離れた安全位置にマシンを駐車させます。その他、依然として高速運転中のレース参加者と意外を発生するリスクを避けます。
5.2.11.3   その他のわざとする無謀な運転は、避けることができる衝突及び意図的に破壊をすることを含めて、禁止されています。レース参加者は彼ら自身がこのような行為の被害者と信じています。またそれらのレース参加者も自分達がこれらの行為の目撃証人と信じています。レース参加者はFIRSTの運動規約第８節に基づいて、抗議を提出するように強烈に励まされます。 
5.1.12  　　その他の罰則
5.2.12.1. 中断されるレース：　レースドライバ－はレースを遵守する形態によって利益を獲得します。逆にひとつ特定の突発事件はレースのコントロールセンターに非法的に時間上の利益を獲得したと15秒のブラックフラグによるステーションに停止する処罰に等しい行為と評定されることになります。如何なるその他のレースを中断させる違法行為は、一枚の巻き上げられたブラックフラグの警告になります。なお、レースドライバ－は15秒の減速時間及び先にレースのコントロールセンターによる居留時間の処罰（即ち、非法的に時間上の利益を獲得したと15秒のブラックフラグによるステーションに停止する処罰に等しいこと）を受けなければならないです。

5.2.12.2. 阻止する：　如何なるレースドライバ－は彼/彼女のレースドラックから如何なる偏差を成り立った場合、後続マシンの前進を妨げるならば、阻止する及びFIRST運動規約第８節に基づいて抗議を提出する理由と認定されることになります。

5.2.12.3.   わざとする行為による一個の警告期：　　レースドライバ－は彼らあるいは、その他のレースドライバ－の利益のためにわざとレース会場区域に停止する、意図的に一個の警告期にならせること、これは禁止される行為、なお、及び/あるいは処罰を管理することに違反すると認定されます。  
    5.2.12.4  レースドライバ－はレース期間中には、進入/離れる/ドラッグするを使用して、位置を獲得することができないです。これは、貴方様の損害されたマシンを運転してメンテナンス地区に行くことを含めています。また、それからメンテナンス地区を離れて、及び進入/離れる/ドラッグする機能を使用して、レースドラックにそって移動してから、レースの圏数を完成させる、及びそれらのすでに退場したあるいはレースを中断したレース参加者を乗り越えるなどのことをしてはならないです。影響されたレースドライバ－は第８節に基づいて、抗議を提出することができます。
　5.1.12.5    減速した速度で駐車区域にある損害されたマシンを運転し、それらのマシンが損害されたために退場する、あるいはレースを中断するレース参加者のところから位置を取得しようと企てることができないです。これらの行為は意図的に運動家の精神及び後続マシンの中に損害なし及びレースの中に継続的に続行するレースドライバ－にとって、一つ不安全の環境になるために違反したのです。この行為に対して、第８節に基づいて、抗議を提出することができます。
5.2.13   正式完成
5.2.13.1     増補規約の中に明確に記載されている限りで、すべてのレースは持続的に進行します。リードしているレースドライバ－は告知されたレーススケジュールを完成するまでにレースを終わらせないです。仮に意外の状況によって、告知されたレーススケジュールの完成に阻害される/あるいはレースはすでに暫く停止することとなった場合、一つ合理的な時間内において、レースを継続的に実行させるのが出来ない場合、もし、レースをリードレースドライバ－は、すでに半分以上のレーススケジュールを完成した場合、このレースは正式完成と認定されます。

5.2.13.2     如何なる理由にも拘わらず、レース参加者とサービスセンターとの連絡が中断された状況下（例えば：ネットワークサービスの中断あるいは、個人コンピュータの損傷）、レース期間中には、もしレース参加者はメンテナンスエリアまでにドラッグされなかった場合（‘’進入/離れる/ドラッグする‘’のボタンを押すことを通じて）、これは彼/彼女のメンテナンスエリアから再びレースに加入することができます。連絡が中断された後に再びレースに加入する場合は、レースのコントロールセンターがメンテナンスエリアにドラッグされたと認定します。（メンテナンスプロシージャ第5.2.10.7をご参照にしてください）.レース参加者は、一圏の時間を使って、連絡が中断される時の成績に加えて、再びレースに加入します。如何なるレース参加者はレース終了する前に再びレースに加入しなかった場合、彼/彼女は同一圏のDNFポイントが、連絡が中断された時に完成した圏数と同じです。
5.2.13.3.　正式レース結果は、すべてのレース及びレースドライバ－が特有な特資料を含めます。（包括、但し、ポイント、iRatings変化、突発事件及び単圏時間に限らないです。）たとえ停電、施設失効、自然災害あるいは如何なるその他の理由によるレースのサーバーが故障する、あるいは全体のiRacing.comのサービスが中断される状況下においても、FIRSTは正式に発行する、あるいはhttp://members.iracing.comの規約とは相反する通知でなければ、正式レースの結果が保留されます。
6.   iRacing.comクラブ
  6.1  準則
6.1.1　　クラブは全世界に向けてサービスする一つ重点です。クラブ選手権のトーナメントレースを構築した目標は、成功的にiRacingのワールドカップを奪い取るために一緒に仕事に頑張ります。　　
1.1.   クラブの選出と派遣
1.1.1. 　アメリカ大陸に居住しているメンバーは州を地理の位置として異なっているクラブに派遣されます。
1.1.2. 　アメリカ大陸に居住していないメンバーは国を地理の位置として異なっているクラブに派遣されます。
1.2. クラブ名称  
6.3.1    下記は FIRSTの 創始クラブです。
表6.3
	東北地區

	大西洋の中部区域

	Massachusetts
	Pennsylvania

	New England
	Virginias

	Connecticut
	Atlantic

	New York
	New Jersey

	Eastern Canada
	Ohio


	東南地区
	中部地区

	Georgia
	Illinois

	Florida
	Indiana

	Mid-South
	Michigan

	Carolina
	Midwest

	South America
	Texas

	
	Plains


	太平洋地區

	西ヨーロッパ区域


	中央ヨーロッパ区域


	West
	England
	Italy

	Northwest
	Celtic
	International

	California
	Iberia
	DE-AT-CH

	Australia
	France
	Scandinavia

	Western Canada
	Benelux
	


1.3.   クラブ地理
1.3.1.    クラブは七つの地区に指定されます。

（表6.3をご参照にしてください）
1.3.2. 　（付属ファイルＡをご参照にしてください）
1.4. クラブの構成
6.5.1. 各地方は一人の連絡人員を手配して彼/彼女の地区を代表し、FIRST競技レース委員会との相互交流ができます。
6.5.2 FIRST競技レース委員会は、各個新しいクラブのために一人の地区性の連絡人員を派遣し、指名される人員に自発的に引き受けたい職務を提供し、彼/彼女は地区性のすべての業務を担当し、行政事務及び如何なる正式の地区性職位の公開選挙が含まれます。
6.5.3   FIRST は毎年定期的に iRacing.com クラブのマニュアルをhttp://members.iracing.com に公布すべきです。
           6.5.4   もし地区連絡人員が解任を選択すれば、彼/彼女は責任をもって、FIRSTの競技レース委員会に通知し、なお委員会は即に新しい地区連絡人員をすぐにも派遣するのです。
6.5.5 　FIRSTは、如何なる時間において、メンバー及び/あるいはネットワークレースの最高利益の前提下に基づいて、地区連絡人員を入れ替える権利を保留します。
2.   罰則
1.1.   罰則
　　　　　如何なる本正式の運動規約を違反した場合、あるいは、付属ファイルあるいは如何なる増補法規のiRacingメンバーは処罰を受けることが可能です。処罰はFIRSTの首席が決定し、彼はiRacingの官庁役人であり、なおFIRSTから派遣されます。FIRST首席の決定は、上訴かどうかにもかかわらず、処罰は即時に拘束力があります。該当処罰は上訴のプロシージャが終了するまでに継続的に有効になります。すべての上訴はプロシージャに基づいて進行します、なお本文件第9条（上訴）の制限に適用されることになります。

1.2.   規則違反
以下の如何なる違法行為は、前に言及している内容が除外とするほかに規則違反とみなされるべきです。

1.2.1.1. 如何なる直接あるいは間接的にレースに関係する職務をしている人員に賄賂を企んで、あるいは如何なる形態でiRacingに雇われている、あるいはFIRSTとレース及び認可、あるいはこれらの種類の職務をしている人員に認可を提供する人。
1.2.1.2. 如何なる行動はその目的が不公平のレース上の優勢を得られるために不法的にシミューレションや、内容、レース、レースドラックあるいは如何なるソフトウエア方面を改変しようと企てる行動。
1.2.1.3.    如何なる詐欺行為、あるいは該当行為は如何なるレースの利益あるいは、ネットワークレースの一般利益を損害する行為。
1.3.    適用罰則
1.3.1.   処罰は下記の通りに実施することができます：
1.3.1.1. 警告.  (上訴不可) 
1.3.1.2.   レース時間の処罰、レースドラックの中での処罰を含めて (例えば, ステーションに停止して処罰を受けます) ,及び事件後の計時とポイント計算上の調整
  (上訴不可) 

7.3.1.3          レースに参加する資格を取り消すこと；(上訴不可) 
7.3.1.4      特定の時間間隔及びサービス範囲内に暫くその他のメンバーとのレースを中止する、及び/あるいは、通信；レース、開放練習、順位決定、チャットと論壇がふくまれます、（第9条に基づいて上訴可）
7.3.1.5    限定期間内において、暫くメンバー資格を中止にすること（第9条に基づいて上訴可）
7.3.1.6   永遠にメンバー資格を取り消すこと（第9条に基づいて上訴可）
7.3.1.7   競技レース委員会は,如何なる適當であると思われるその他の処罰（第9条に基づいて上訴可）
1.3.2. 　もし一人のメンバーは執行猶予あるいは暫く中止すると評定された場合、彼/彼女は、依然としてiRacingのメンバー資格を有する時にすべての処罰項目が完了されるまでに服役することが必須です。
7.3.3.如何なる抗議にも拘わらず、申訴あるいは、処罰と評定されることなど、iRatings、ttRatingsと安全な格付けは、調整されることがないです。
1.4. インセンテイフの喪失
1.4.1. iRacing及び/あるいはFIRSTは如何なる処罰されるレース相手あるいはメンバーは、レースあるいは運転レース、シリーズレースあるいはクラブレースなどのインセンテイフの権利を喪失することが可能であることを自ら決定できます。
1.4.2. もし、彼/彼女はサービス規約条項、最終ユーザー権限授与協議、行為規約、及び/あるいは、この正式のFIRST運動規約を違反することが発見された場合、iRacingと及び/あるいは、FIRSTはレース参加者に奨金を与えることを拒否する権利を保留します。
1.5.   罰則の公布
1.5.1. iRacing及び/あるいはFIRSTはメンバーウエブサイトあるいは如何なるその他の付属的な公共論壇に如何なる評定された処罰を受けるメンバーの姓名を公布する権利があります。また彼らの規約違反行為の性質あるいは如何なる違反の相関する処罰を公布する権利があります。
1.6.   罰則 の救済
1.6.1. iRacingあるいはFIRSTは期限未満の資格取消、暫く中止あるいは資格解消などの処罰を赦免する権利があります。
2.   抗議
8.1       誰が抗議できるか
2.1.1. 　抗議の権利は如何なるレースに参加した正式めんばーが如何なる一部分の運動規約あるいはiRacing.あるいはFIRSTの正式規則について、疑問あるいは権益はすでに侵害されたと気付きことによって決められます。各の個人はiRacing、FIRST職員、レースドライバ－あるいはその他のレースに相関する人の如何なるけってい、行為、あるいはミスなどについて、抗議を提出します。不公平的、あるいは運動規約に違反する、あるいはその他正式法規、あるいはiRacing.comあるいはFIRSTが制定した規則などについて、不公平と思えば、抗議できます。
2.2. 抗議の提出
    抗議は書面の形式で提出することが必須です。どれの章節にある運動規約、レース規則、クラブ規則、シリーズレース規則、あるいは如何なるiRacingあるいはFIRSTの正式規則がすでに違反されたことを指摘出させます。抗議は確実の規則違反行為、及び違反行為がすでに発生したと認識されたことなどが含まれるべきです。書面的な抗議は‘’FIRST‘’首席宛に明記にすることが必須です。なお   Protest@iRacing.com.までにに提出するのです。此れは唯一の正式に抗議を提出することができる場所です。規則違反あるいは違反の抗議は7日以内に決定と、抗議文書の提出行動が完成しなければならないです。如何なる証拠、データ、記録あるいは第三方からの報告書の付属ファイルを添付することを奨励及び歓迎しています。
2.2.1.    レースドラックの突発事件の抗議について、レースドラック突発事件の争議と
なったところの写真ファイルあるいは再生テープを添付すべきです。
2.2.2. 　下記の通りであるのは、正確な抗議の様式です：
  レーススケジュール　ID: 1247836/54220
   
日期 : 2008-05-08 11:00 pm
運動規約 : 5.5.11

 レースドライバ－: Joe Smith

状況叙述 /抗議の解釈 :

レース第九圈, Joe Smith文字チャットをしています。
添付する付属ファイル
chat_text.jpg 
Incident.rpy
2.3.   抗議を審査する
2.3.1.  　抗議が提出された後にiRATINGは、出来るだけ早くこの抗議を審査します。影響に及ばされた団体は、この抗議及びこの抗議に相関する判決を告知されることができます。iRacingは、すべての証拠を審査すべきです。なお、その他の証人あるいは当事者とこの事件について討論するあるいは更なる多く証拠を収集する権利があります。
2.4.   裁決
2.4.1. 関係する各方面の当事者は、判決された決定に拘束されるべきです。ただ唯一に第9条の規定に基づいて上訴を提出することができます。
2.5.    合理性
2.5.1. 　抗議は合理的、かつ論理的であることを期待しています。なお合理の証拠に基づくことです。それが所以に理由がある抗議と見なされます。ただし、理性がある人から、一つ理由がある抗議と定義されたとしても、人によってはそれぞれ異なっている場合もあります。
2.5.2. 如何なる裁決結果にも拘わらず、もし競技レース委員会は抗議が不合理、ロジックには符合していない及び完全な証拠がないことを発見した場合、この抗議はFIRSTに無意義であることと見なされます。FIRSTは如何なる無意義の抗議を提起したメンバーに対して処罰を評定する権利を保留しています。
2.6. Steward’s回顧
2.6.1.   如何なる競争相手から提出された抗議にも拘わらず、あるいは上訴した結果、FIRSTの首席は如何なる競争相手が他人から提出した抗議を違反したかどうかを調査することができます。
2.6.2. 　　表明された調査結果には依然として定論がない時にレースドライバ－の正式記録の中に‘’印しが標示される事件‘’として記録されます。‘’印しが標示される事件‘’は、標示されたのが、行政記録であり、規則違反あるいは処罰ではなく、上訴が不可です。
2.6.3. 　累積、一人のレース参加者は複数の’印しが標示される事件‘’があれば、FIRSTの首席は、該当レース参加者の運転記録について審査を着手することになります。
3.   上訴
3.1.   上訴権
3.1.1.  　どのメンバーでも、処罰と評定された場合、あるいは、一人の抗議するメンバーとして、如何なる決定、あるいはFIRST首席、競技レース委員会、iRacing.comあるいは、FIRSTから提出された処罰に対して上訴を提出する権利があるべきです。すべてのiRacing.comメンバーは、各１２週間のシーズンレースでは、一回の無料の上訴を享有しています。FIRSTは定額以外の上訴に対してメンバーに行政費用を徴収する権利を保留しています。
3.2.    管轄権
3.2.1.   FIRSTの主席は一つ三人が構成した上訴委員会を任命することができます（一人の候補、主要メンバーは履行できない時に補欠とします）毎年審査をして、なお如何なる上訴を提出するかどうかの最終決定をします。如何なる提出された上訴は毎年審査と最終決定を決めます。
3.3.   充分な理由の上訴
3.3.1.   上訴委員会は上訴理由が充分であることは必須であること、と関心を寄せています。上訴は合理的、ロッジクに符合すべき、及び完全な証拠の基礎の上に基づくべきです。たとえそれはそうであるとしても、理性がある人はこれらの証拠に対しても異なっている解釈があります。
3.3.2. 　如何なる裁決結果にも拘わらず、もし上訴委員会は抗議が不合理、ロジックに符合していない及び完全な証拠がないことを発見した場合、この抗議は上訴委員会に無意義であることと見なされます。FIRSTは如何なる無意義の抗議を提起したメンバーに対して処罰を評定する権利を保留しています。
3.4. 上訴公聴会
3.4.1. すべての提出された上訴は、上訴委員会が適当に審査を進行します。ひとつ公平の裁決決定のために上訴委員会は、その裁量権により、上訴人に対して如何なる彼らが必要とするその他の証拠の提出を要求することができます。聞かされた口述内容は直接証拠であり、相関情報あるいは資料と見なされます。あるいは、欲しいとする情報の源から情報を捜し求めて、上訴委員会は一切の努力を尽くすべきです。上訴通知書を受取ってから30日以内に最後の決定を決めなければならないです。
3.5. 上訴をスタートする
3.5.1. 具体的上訴要求は、書面の形式で提出することが必須です。上訴の確実的な本性質とすべての資料に添付した付属ファイルなどが根拠があること深く信じていることを具体的に説明することです。書面の上訴資料は、‘’上訴委員会、iRacing‘’と明記することが必須です。なおAppeal@iRacing.comに提出します。これは、上訴を提出する唯一の正式的な場所です。上訴は上訴されることを処罰するあるいは上訴されることが決定されたの7日以内に提出しなければならないです。提出する上訴の内容には、如何なる証拠、データ、記録、あるいは第三方の調書の付属ファイル‘’意図的に上訴する‘’あるいはその他の如何なる非正式形式の上訴は受け入れられないことになります。
3.5.2. 以下は適切な制式の上訴範例です：
事例＃: CAS-2816-XSWYLＮ
運動規約章節 : 4.1.3.1

レースドライバ－: Joe Smith
上訴の種類及び理由

私はこの案件の決定が誤ったと思います
付属ファイル
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3.6. 悪意上訴
3.6.1. 　もし、上訴委員会は上訴人が悪意行動あるいは、いやはらせの方式を取った方式で上訴することと推定した場合、これは、上訴委員会が、このような行為は上述にリストした運動規約を違反することと認定し、処罰を与えることになります。
3.7. 通知と判決の言い渡し
3.7.1.  上訴委員会は決議を完成した後に出来るだけ早く上訴人に通知し、その最終決議、iRacing.com及びFIRSTは上訴案をそのた、あるいは全部のiRacing.comメンバーに公布する権利があります。メンバーあるいは、如何なる人は上訴委員会、iRacing.comあるいは、FIRSTの判決を反対する権利がないです。最終の上訴決議は、決定的となったし、なおその他の上訴権利がないです。
3.7.2.   メンバーは損害賠償を維持するか、あるいはスタートしないことに同意するかを明確に意思表明しなければならないです。訴訟あるいは、如何なる形式の行動は、包括することであるが、仲裁するプロシージャ、対iRacing.com、FIRSTあるいは如何なる、これらの機構的な代表が最終の上訴について如何なる決定をすることに限られないです。
3.7.3. メンバーはもし、如何なるメンバーが如何なる主張をスタートさせる、あるいは維持することに明確に同意しますと、該当メンバーはiRacing.comのすべての損害賠償の請求、訴訟あるいは行動のコストと費用を支払うことになります。これは、弁護士費用、損害賠償の金額、及びメンバーに対する処罰ではないことが含まれます。
4.   記録
10.1          すべてのレース記録、データ及び統計資料は、権限授与する役人が書面の検証で認定されるまでには、非正式的な記録と見なされます。
5.   主催するレーススケジュール‘
5.1.   主催する競技レース
5.1.1.   すべてのメンバーは主催したレースが非正式です。如何なるメンバーは主催したレース、その安全な格付け及びiRacingは獲得あるいは喪失することがないです。
5.1.2. 主催したレースはポイントが授与されることになります。及びこれらのレースが終了した後に明らかに示されます、ただし、iRacingはトーナメントのポイント計算に組入れることがないです。
5.1.3. クラブのポイントが結果としてリストされますが、iRacing.comのワールドカップの地位には影響がないです。
5.1.4. レースを主催することは、連盟を組む手段として使わせることが出来ます。
5.1.5. レースを開催する行為の規約
5.1.6. 行為規約を違反する場合、運動規約第8節に基づいて、抗議を提出することが出来ます。
6. NASCAR 許可
12.1. NASCAR 分項はF.I.R.S.T ライセンス級数に基づいて要求します。なお
下記のシリーズレースはNASCAR分項の構成になります。（表11.1をご参照にしてください）
12.2. すべてNASCAR 分項の中にレースドライバ－のワールドトーナメント以外のポイントはFIRSTが許可したシリーズレースと同様方式で計算されます。（第4.6節をご参照にしてください）
　　　　　12.3  　NASCARのレースドライバ－のワールドトーナメントはNASCARが許可したポイントシステムを採用し、平均しないです。
12.3. レースの中に如何なるレースドライバ－は一圏をリードする場合、5個の簿ナースポイントが奨励されます。最多圏数をリードするレースドライバ－は、定額以外に5個のポイントを追加奨励されます。最少一圏をリードするレースドライバ－及び最多圏数をリードするレースドライバ－の5個のポイントが計上されることができます。レースの勝利者は最多195個のポイントを獲得することが出来ます、第一及び第二ところから終点までに最多25個のポイントを創造できます。（表11.1をご参照にしてください）
12.5   すべてのNASCARレースドライバ－はワールドトーナメントには最少にもレース首席が自ら出席する実況レースがあります。
12.6.　NASCARのレース諮問委員会

12.6.1  メンバーは、iRacing.comスタッフ及びNASCAR スタッフを含めます。
12.6.2     すべての抗議は最少一名のNASCAR 役人が含まれる抗議委員会から事情を聞き取ります。
12.6.3    NASCARに係わる許可によるレースの賞罰に対する抗議は、第９節の書類様式で叙述してから、NASCAR.Appeal@iracing.com に提出することです。
表1.1 
	ライセンスのレベル


	レーシング/シリーズレース
	週間数

	レベル D 級

	Chevy Monte Carlo Late Model
	標準 12 週

	レベル C 級
	Chevy Silverado Truck
	標準12 週


	レベル B 級
	Chevy Impala Class B
	標準12 週


	レベル A 級
	Chevy Impala SS
	Closely Follow Cup Series Feb Nov

	専門家のシリーズレース
	Chevy Impala SS/Pro-Series
	 NASCAR Pro-Docを参照する

	世界選手権トーナメントドライバ－
	Chevy Impala SS/DWCS
	NASCAR Pro-Docを参照する


表11.4
	Finish 
	Points ポイント

	1st
	185

	2nd
	170

	3rd
	165

	4th
	160

	5th
	155

	6th
	150

	7th
	146

	8th
	142

	9th
	138

	10th
	134

	11th
	130

	12th
	127

	13th
	124

	14th
	121

	15th
	118

	16th
	115

	17th
	112

	18th
	109

	19th
	106

	20th
	103

	21st
	100

	22nd
	97

	23rd
	94

	24th
	91

	25th
	88

	26th
	85

	27th
	82

	28th
	79

	29th
	76

	30th
	73

	31st
	70

	32nd
	67


	iRacing™ワルードカップ
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  添付文書#A
親愛なるiRacing.com™メンバー
ようこそ始めの iRacingのワールドカップにいらっしゃいました！
逐年の企画及び発展を経過した後、本日は、私達は非常に喜んで、iRacing™のワールドカップの正式なマニュアルを公布します。私達はすべての2008年の秋に発行されていたiRacing™のワールドカップの予審書類を提供してくれたすべての人に感謝しています。すべての人にフィードバックしたいです。あなた方の提言及び考え方は私達にとって、この正式のアニュアルの完成には数え出来ないほどの価値があるといえようと思われます。
iRacing™ワールドカップは一ひとつ世界上において、各種異なっている地理位置のクラブの間に行われるグローバルの競技レースです。このワールドカップは、技巧レベル及び経験に関係なく各位のiRacingメンバーに提供しと世界チャンピオンとレースをする機会から発展して来たものです。しかしながら、私達はiRatingsに専属される技巧測量によって区分された十個の項目があります。特定分項目の中に唯一位の世界チャンピオンのレースドライバ－がいます。――iRacing™のワールドカップは、一群の忠誠のクラブメンバーが団結一致にしてiRacing™ワールドカップを勝ち取りました。結局、最後にチャンピオンクラブがiRacing™ワールドカップの賞品を分かち合いました。一つのクラブの最高の格付け (例えば : 一番いい技巧及び最も積極的 )レースドライバ－は、レベル比較的に低いレースドライバ－がわりに大きいショックを獲得しました。私達は、各個クラブの各位のレースドライバ－に異なっている方式で貢献する機会を提供することが非常に重要なことです。それが所以に私達は各位メンバーの居住した地理位置によってクラブに手配します。またクラブがもう既定した境界線があり、既存の分化傾向及びメンバー人数に対して、同様な関心（これは密切の競争を保持することにとって、ひとつ重要な鍵となる要因です。）なお、メンバー人数が成長するときに、私達も毎年分界線を更新させます。
iRacing™ワールドカップは、iRacing.com.™の重要な注目されている事情です。第一回のiRacing™ワールドカップは、2009年2月2日に繰り広げます。詳しい内容は以下をご参照にしてください。  
Good Luck! 
John Henry and Dave Kaemmer

Co-founders  
iRacing.com Motorsport Simulations, LLC

iRacing™ワールドカップの紹介
iRacing™ワールドカップの紹介は、一つ地理位置を区分の基礎とするクラブの間の年とせい、グローバル性、団体形態の競技レースです。iRacing™ワールドカップの建立はすべてのiRacingメンバーがグローバルなトーナメントに参加する機会を提供します。すべて技術レベルのメンバー開放します（新人以外のFIRSTレースライセンス案）、iRacing™ワールドカップは、積極的なレース参加者に（例えば:定期レース）及び貴方様のクラブと協力をしている天才あるいは長年の経験者が含まれます。

非常に重要なのは、iRacing™ワールドカップは、一つ期間1年、かつ三つのレベルに分けられた選手権トーナメントです。ワールドカップへの道は、一つシーズンの単位のポイント獲得大会です。各個のクラブは地理位置とその他のクラブとの競技レースです。毎年では、四つの１２週間のシーズンレースがあり、クラブは毎年では4回の機会があって、彼らが所属する地区のために大部分のポイントを累積し、なお地区性シーズンレースのクラブチャンピオン（RSCC）を勝ち取ります。

与えられた年度レースの中に最近の一回のRSCCを勝ち取った場合、第二級のレースに昇級出来ます。年度地区性選手権トーナメント(RACC) 、RSCCを勝ち取ったクラブの中に含まれていて、5日のクラブ決選で投票が行われます。
そして、その次に1日のRACC決選です。これによって、各個地区の年度チャンピオンが決められます。

iRacing™ワールドカップの決選レースが行われる時に、RSCCを勝ち取ったクラブは栄誉あるiRacing™ワールドカップを代表するワールドカップ、賞品及び奨金のためにお互いに睨み合います。

*注 : この FIRST によって許可される書類設定は iRacingに対してレースの基本認識、レースライセンス企画及び安全な格付けシステム、iRatingの技巧測量とレースの細分項目などが含まれます。

この主題に関する更なる情報は、どうぞ、FIRST正式運動規約をご参照にしてください（iRacingメンバーのウエブサイトから取得できます。）この指導マニュアルはiRacingの最終自主権による改変が可能です。
iRacing™のワールドカップスケジュール
2009/2010 の年が第一レベルの iRacing ワールドカップは、地区性シーズントーナメントが四つ標準の１２週間iRacingシーズンレースから構成されます。
第1シーズン: 2009年2月2日-2009年4月26日
第2シーズン: 2009年5月5日-2009年7月27日

第3シーズン: 2009年8月4日-2009年10月26日

第4シーズン: 2009年11月3日-2010年1月25日

2009/2010 の年が第二レベルの iRacing ワールドカップは、地区性シーズントーナメントが各地区の四つの標準シーズンレースからRSCCを勝ち取ったクラブから一週間の決選投票で決められます。
年度地区クラブの選手権トーナメント : 2010 年 1 月 26 日 -2010 年 1 月 31 日
2009/2010 の年が第三レベルの iRacing ワールドカップは、iRacingのワールドカップ決選レースが6日のRSCCの決選投票期間に開放して、クラブの累積ポイントが最も多いレースドライバ－達が一日の時間スケジュールのレースで競技します。
iRacingワールドカップ：2010 年 2 月 26 日
地区及びクラブの構成

第１シーズンは２００９年2月2日に始まります。35個クラブが7地区に分けられます。iRacing.com™のメンバー人数が成長すれば、クラブの数も緊密のレース利益下で調整します。ただし、新しいクラブは毎年の第４シーズンが終了した後に一回だけに産出します。
  2009地区及びクラブ
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Scotland, Wales
*Benelux Club: Belgium, Luxembourg,
Netherlands
“International Club: All countries not
Central specifically listed
European Region
Champion
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地区性クラブシーズントーナメント
各地区―２００９年には全部七区があります。1年には、四つの地区性シーズンクラブの選手権トーナメント

（RSCCs)があります。クラブは各１２週間のシーズンレースが彼らのRSCC地区性のために競技します。席を獲得して第二級iRacingワールドカップトーナメントに入ります。年度地区性クラブのトーナメント (RACC). です。
各個RSCCレースはシーズンごとに累積ポイントの追いかけレースです。正式運動規約第4.7節に規定されています。一つのクラブの総累積ポイントの計算は正式に許可されたレースの中にレースドライバ－は各場のレースが終了した後、彼の後ろを取ったレース参加者が居れば、クラブ累積ポイントの１ポイントを獲得し、及び各レースドライバ－は彼をリードした場合、１ポイントの累積喪失になります。
 レースドライバ－はレースの中にクラブ部分のポイント数がもしゼロより小さいならば、ゼロポイントとしてクラブの累積ポイントとします。
クラブの順位付けは総クラブのポイントに基づいて計算されます。

全てにライセンスレベルは、新人を含めて、クラブのポイント計算に組入れられます。各個シリーズレースは新人、専門家及びワールドカップのシリーズレースのレースドライバ－を除外として、クラブに対するポイントがすべて有効です。但し、昇級新人シリーズレースはクラブのポイント計算に組入れられます。

乗数はクラブの規模を平衡させるために使われます、こうした乗数はクラブが各個年度レースが開始されるときに費用を支払ったユーザーに基づいて、乗数は最少あるいは更新はiRacingが各個年度レースが終了した後に改めて設定するのです。

乗数はクラブの最新の費用を支払ったユーザー数と比例になるべきです。実例：
もし最多数の新ユーザー数を有したクラブは、500位のユーザーを持っているカリフォルニア州であれば：
クラブユーザーの乘數
カリフォルニア州 500    1.000
オハイオ州 250    2.000
ジョージア州 300   1.666
大西洋州 120    4.166

乗数の使用はRACC決選レース及びワールドカップの決選レースに禁止されています。
注 : 毎年の前の三シーズンは十三個レース週間が含まれます。これらはRSCCレースの中に過渡期の週間に属されています。これらの週間レースの中での競技レース及びポイントはiRacingのワールドカップに記入されます。
クラブの移動
もしメンバーは引っ越せば、彼あるいは彼女は、iRacingシステムに彼らの永久な住所を変わってほしいと要求されます。それから、該当メンバーは彼らの永久住所が属されている地理位置のクラブに手配されます。シーズンレース中の住所の変更は、該当メンバーが過去のクラブ及びポイントを変わらないです。このほかに住所変更によって、新たなクラブに入って、如何なるレース結果のポイント計算は、次のシーズンまでにこれによって変わられることがないです。全体のレースを維持するためにiRacing.システムは自主決定権があって、引っ越したメンバーから相関する書類文書を提出し、彼らの住所移動の正確性を確認します。
地区性の年度クラブのトーナメン
iRacing™ワールドカップの地区性年度のトーナメント (RACCs)について来た四つの定番のシーズンレースは、週間ごとの全週間のレースが各個地区の年度一番いいクラブを決定します。RACCはRSCC期間に基づいていることを含めて（上述した第４節をご参照にしてください）同様な規定に基づいて、年度レース及び累積ポイントのすべてのくらぶとクラブの間に地区性クラブのトーナメントを獲得したすべての順位決定クラブのメンバー達の6日のRACC決選投票によって決められます。
各合格クラブの各位メンバーは、決選投票期間中にレース参加を励しられています。火曜日から土曜日までにレースは全日のロード及びオーバルレースが繰り広げられます。各週の開始時間にレースドライバ－はiRacingが決定した幾つの要因に基づいて、終了したばかりのシーズンレースを含めて、自動的にレースドライバ－を異なっている分項に手配します。
RACC 決選投票は 2010 年 1 月 31 日の日曜日の RACC 決勝から始まります。これは、ワールドカップの中に誰かを各地区を代表することが決められることになります。すべてのレース参加者は再度のレースが開始される前にRACC決選レースに登録するように励まされます。但し、終了したばかりの決選レースの中に6日のRACC決選投票の中に記入されたポイントに基づいて、各分項（あるいは、決定の分項群）の中から一番良い２名のレースドライバ－（３名も可能です）を選出して、決選レースに進入するのです。例を挙げて言えば、毎週のポイントに基づいて、各分項の中に１－８名の順位序列に並べたレースドライバ－及びレースに登録したクラブの中にただ、分項にある順位序列は第１と第２名のレースドライバ－がトーナメントレースに進入することが許されます。もし、順位序列は第１と第２名のレースドライバ－がレース参加に登録しなかった場合、iRacingシステムは自動的にその順位序列の次の順の前２名かつレース参加に登録してあったレースドライバ－を選んでレースに出場させます。クラブのメンバーは如何なる彼らが参加したいレースの日付を選んで登録することができます。土曜日が含まれます。
もしクラブは特定レースの分項がないために数字が要求されたレースドライバ－は、該当クラブが該当特定レースの分項のすべてのクラブから分けられた平均ポイントを受けるべきです。

地区は１日のRACC決勝レースを行っている時、二つのカテゴリー（ロード及びオーバル）及びすべての分項の最多ポイントのクラブは、地区性年度クラブのチャンピオンになります。なお２０１０年２月６日に行われるiRacing™ワールドカップのトーナメントに昇級することになります。
RACC決勝投票レース及びRACC決勝レースは、ライセンスレベルＡ級のレースドラックを利用します。ただし、すべての週間レースの中にレベルＤ級、あるいは更なる高級のライセンスを持っているレース参加者はレース参加することに許可されます。即ち、 iRacing™ワールドカップのトーナメントの決勝レースに進入することが許されます。（彼らは認可されるべきです）。
RACC決勝レースの中にオーバルレースはグリニッジ標準時間で 17:30 に及び 23:30 に行われます。ロードレースはグリニッジ標準時間  2:00と翌日の 20:00 に行われます。

iRacing.com™ワールドカップトーナメント
一日を期限とする iRacing ワールドカップトーナメントは通年レースの中の重点レースです。なおロードレース及びオーバルレースは実況放送になり、七回のRACCsは、すべてのロードレース及びオーバルレースの前５名のレース参加者がレースに進入することが出来ます。前５名のレース参加者は六日を期限とする RACC 投票決選の中に競技レースに計上された総合計ポイントで決定されます。二つ種類のレースの中に各個の決勝レース（ひとつのオーバルレースとロードレース）は、３５台のレースマシンが入れられる容量があるレベルＡ級のレースドラックを特定とするiRacingのワールドカップトーナメントの勝利者は、合併されたオーバルレースとロードレースのレースポイントで決定されます。なおトーナメントの日数の中でポイント数の最高得点を取ったクラブがすべてのレースドライバ－にポイントを記入します。
2 月 6 日土曜日のオーバルレースはグリニッジ標準時間 20: 00,に行われ、 及びロードレースは、グリニッジ標準時間に 23: 00.に行われます。
賞品及び賞の項目
IRacing ワールドカップチャンピオンクラブの全てのメンバーは自動的に一セットの iRacing ワールドカップ賞品が受け入れられます。額面には十五ドルが iRacing のサービス特典及びiRacingのシール、あるいは２００９年iRacingワールドカップが終了した時に帽子（cap）などが貰えます。
勝ったクラブ及びメンバーはＶＩＰ級のサービスを獲得することが出来ます。
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